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一
．
は
じ
め
に

　
『
穆
天
子
伝
』
は
西
晋
時
代
、
当
時
の
汲
郡
汲
県
（
現
河
南
省
衛
輝
市
）

の
墓
葬
か
ら
出
土
し
た
「
汲
冢
竹
書
」
と
呼
ば
れ
る
竹
簡
文
書
の
一
つ
で
、

周
の
穆
王
の
西
方
巡
遊
、
昆
侖
踏
破
、
西
王
母
と
の
会
見
な
ど
を
描
い
た

文
献
で
あ
る
。

　

そ
の
出
土
時
期
に
つ
い
て
は
、『
晋
書
』
に
い
く
つ
か
の
異
な
る
記
述
が

存
在
す
る
が（

（
（

、
概
ね
西
暦
二
八
○
年
前
後
、
晋
が
呉
を
平
定
し
た
頃
の
こ

と
で
あ
る
。
出
土
し
た
竹
書
の
う
ち
、『
紀
年
』
と
呼
ば
れ
る
文
献
（
い
わ

ゆ
る
『
古
本
竹
書
紀
年
』）
が
、
夏
の
禹
王
か
ら
戦
国
魏
王
ま
で
の
年
代
を

記
し
て
い
る
た
め
、
墓
葬
は
戦
国
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
汲
県
は
戦
国
時
代
、

魏
に
属
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
初
は
魏
王
墓
と
も
考
え
ら
れ
た（

（
（

。

　
『
晋
書
』
巻
五
一
束
晳
伝
に
「
初
發
冢
者
燒
策
照
取
寶
物
、
及
官
收
之
、

多
燼
簡
斷
札
、
文
既
殘
缺
、
不
復
詮
次
。
武
帝
以
其
書
付
祕
書
校
綴
次
第
、

尋
考
指
歸
而
以
今
文
寫
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
竹
書
は
武
帝
（
司
馬
炎
）

の
命
令
で
、
秘
書
省
や
中
書
省
な
ど
の
文
書
を
管
理
す
る
役
所
の
も
と
、

整
理
、
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
晋
書
』
巻
三
九
荀
勗
伝
に
「
及

得
汲
郡
冢
中
古
文
竹
書
、
詔
勗
撰
次
之
、
以
爲
中
經
、
列
在
祕
書
」
と
あ

る
よ
う
に
、
竹
書
の
整
理
を
担
当
し
た
の
は
、
中
書
監
荀
勗
で
あ
る
。

　
『
穆
天
子
伝
』
荀
勗
序（

3
（

に
は
、「
古
文
穆
天
子
傳
者
、
太
康
二
年
汲
縣
民

不
準
盗
發
古
冢
所
得
書
也
。
皆
竹
簡
素
絲
編
。
以
臣
勗
前
所
考
定
古
尺
度

『
穆
天
子
伝
』
版
本
に
つ
い
て
の
一
考
察

─
和
刻
本
及
び
何
允
中
編
漢
魏
叢
書
本
を
中
心
に
―

島　

田　

翔　

太
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其
簡
長
二
尺
四
寸
、
以
墨
書
一
簡
四
十
字
。
…
（
中
略
）
…
汲
郡
收
書
不

謹
、
多
毀
落
殘
缺
。
…
（
中
略
）
…
謹
以
二
尺
黄
紙
寫
上
。
請
事
平
以
本

簡
書
及
所
新
寫
竝
付
祕
書
繕
寫
、
藏
之
中
經
、
副
在
三
閣
」
と
あ
る
。

　

戦
国
時
代
の
一
尺
は
約
二
三
．一
㎝
と
さ
れ
、
簡
長
「
二
尺
四
寸
」
は

約
五
五
．四
㎝
で
あ
る
。
近
年
出
土
が
続
い
て
い
る
戦
国
時
代
の
竹
簡
の

長
さ
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
簡
長
は
長
い
部
類
に
入
る（

4
（

。
晋
代
に
は
一
尺

が
約
二
四
．四
㎝
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
が
、『
晋
書
』
巻
一
六
律
暦
志
上
審

度
に
よ
る
と
、
こ
の
「
今
尺
」
を
基
準
に
作
ら
れ
た
楽
器
の
音
階
が
合
わ

な
い
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
た
荀
勗
が
復
元
し
た
の
が
「
古
尺
」
で
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
作
っ
た
楽
器
は
汲
冢
竹
書
と
同
時
に
出
土
し
た
楽
器
と
も
音

階
が
一
致
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
、
古
文
、
即
ち
秦
の
文
字
統
一
以
前

の
字
体
（
た
だ
し
、「
小
篆
」
と
す
る
説
も
あ
る
）
で
書
か
れ
て
い
た
こ

の
文
献
は
、
今
文
、
す
な
わ
ち
隷
書
で
書
き
写
さ
れ
、
そ
の
後
、
副
本
が

作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
か
ら
や
や
遅
れ
て
、『
穆
天
子
伝
』
に
注
を
附
し
た
の
が
東
晋
の

郭
璞
で
あ
る
。
現
存
す
る
『
穆
天
子
伝
』
伝
本
の
多
く
は
、
こ
の
郭
璞
注

を
と
も
な
う
。『
春
秋
左
伝
正
義
』
巻
六
○
杜
預
後
序
の
孔
穎
達
疏（

（
（

に
、

王
隠
『
晋
書
』
束
晳
伝
を
引
い
て
、「
周
王
遊
行
五
巻
、
説
周
穆
王
遊
行

天
下
之
事
、
今
謂
之
穆
天
子
傳
」
と
あ
っ
て
、
も
と
も
と
の
書
名
は
「
周

王
遊
行
」、
巻
数
は
「
五
巻
」
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
郭
璞
注

を
と
も
な
う
現
行
の
『
穆
天
子
伝
』
は
基
本
的
に
六
巻
構
成
で
あ
る
。
清

代
、
嘉
慶
年
間
に
、『
穆
天
子
伝
』
に
校
訂
を
ほ
ど
こ
し
た
洪
頤
煊（

（
（

が
「
此

書
本
五
巻
、
末
巻
乃
雜
書
十
九
篇
之
一
」（
校
正
穆
天
子
傳
序
）
と
言
う

よ
う
に
、
巻
六
は
現
行
『
晋
書
』
束
晳
伝
に
汲
冢
竹
書
「
雜
書
十
九
篇
」

の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
見
え
る
『
周
穆
王
美
人
盛
姫
死
事
』
を
取
り
込
ん

だ
も
の
で
、
遅
く
と
も
郭
璞
が
注
を
つ
け
た
段
階
で
は
、
六
巻
構
成
と
な
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

続
く
南
北
朝
期
に
お
け
る
伝
世
過
程
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
以
下
の

ご
と
く
『
隋
書
』
以
降
の
歴
代
史
書
に
は
著
録
が
あ
る（

7
（

。

『
隋
書
』
巻
三
三　

経
籍
志 

史
部 

起
居
注
類

　
　

穆
天
子
傳
六
巻
。
汲
冢
書
。
郭
璞
注
。

『
旧
唐
書
』
巻
四
六　

経
籍
志 

史
部 

起
居
注
類

　
　

穆
天
子
傳
六
巻
。
郭
璞
撰
。

『
新
唐
書
』
巻
五
八　

芸
文
志 

史
部 

起
居
注
類

　
　

郭
璞
穆
天
子
傳
六
巻
。

『
宋
史
』
巻
二
○
三　

芸
文
志 

史
部 

別
史
類

　
　

郭
璞
注
穆
天
子
傳
六
巻
。
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ま
た
、
唐
代
の
『
北
堂
書
鈔
』
や
『
芸
文
類
聚
』、
宋
代
の
『
太
平
御
覧
』

に
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
流
布
は
確
実
視
で
き
る
。

　
『
穆
天
子
伝
』
が
宋
代
に
刊
行
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
り
、

元
代
の
版
本
も
現
存
し
な
い
。
し
か
し
、『
穆
天
子
伝
』
に
附
さ
れ
た
旧

序
の
一
つ
で
あ
る
元
の
王
漸
に
よ
る
序
に
は
「
南
臺
都
事
海
岱
劉
貞
庭
幹

舊
蔵
是
書
。
懼
其
無
傳
、
暇
日
稍
加
讎
校
譌
舛
、
命
金
陵
學
官
重
刊
」
と

あ
り
、
こ
の
序
文
は
元
の
至
正
十
年
（
一
三
五
○
）
の
も
の
で
、
こ
の
と

き
の
刊
行
を
「
重
刊
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
も
版
本
が

存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

明
の
正
統
十
年
（
一
四
四
五
）
刊
と
さ
れ
る
道
蔵
所
収
の
も
の
が
、
現

存
す
る
最
古
の
『
穆
天
子
伝
』
版
本
で
、
そ
れ
に
続
く
も
の
と
し
て
、
嘉

靖
年
間
ご
ろ
の
天
一
閣
本
が
あ
る
。
や
や
間
を
置
い
て
萬
暦
以
降
の
版
本

と
な
る
と
、
諸
種
現
存
し
て
い
る（

（
（

。

　
『
穆
天
子
伝
』
と
い
う
書
の
位
置
づ
け
は
、『
隋
書
』
経
籍
志
に
「
體
制

與
今
起
居
正
同
、
蓋
周
時
内
史
所
記
王
命
之
副
也
」
と
し
て
起
居
注
類
に

置
か
れ
、『
宋
史
』
芸
文
志
で
は
別
史
へ
と
移
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
清
代
、

四
庫
全
書
に
お
い
て
史
部
へ
の
分
類
そ
の
も
の
が
見
直
さ
れ
、
子
部
小
説

家
類
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
変
遷
を
見
る
に
、
時
代
が

降
る
に
つ
れ
、
本
書
の
内
容
の
「
事
実
」
と
し
て
の
信
頼
性
は
減
じ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
の
『
穆
天
子
伝
』
提
要
に
は
「
固
考
古

者
所
宜
寶
重
矣
」
と
あ
っ
て
、
な
お
一
定
の
価
値
を
認
め
て
い
る（

（
（

。

　

本
書
の
内
容
は
、
さ
す
が
に
穆
王
の
在
位
し
た
西
周
時
代
の
「
事
実
」

を
そ
の
ま
ま
描
い
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
西
周
時
代
に
仮

託
さ
れ
た
、
戦
国
時
代
の
人
々
の
一
つ
の
観
念
の
反
映
で
あ
る
に
は
違
い

な
い
。
そ
し
て
、
戦
国
時
代
を
中
心
と
す
る
古
代
の
文
献
の
出
土
が
相
継

い
で
い
る
こ
こ
数
十
年
来
の
状
況
は
、
ご
く
早
期
の
出
土
文
献
と
し
て
、

本
書
が
あ
ら
た
め
て
評
価
、
検
討
さ
れ
る
契
機
と
な
り
う
る
。
こ
う
し
た

現
状
に
お
い
て
、
い
か
な
る
伝
本
が
現
存
す
る
の
か
を
把
握
し
て
お
く
こ

と
は
必
要
な
作
業
で
あ
る
。

　

中
国
で
は
『
穆
天
子
伝
』
の
伝
本
に
つ
い
て
抄
本
、
版
本
と
も
に
網
羅

的
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
、
古
く
は
顧
実（

（（
（

、
比
較
的
近
年
で
は
、
王
貽

樑（
（（
（

、
鄭
傑
文（

（（
（

な
ど
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
こ
と

で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
和
刻
本
に
つ
い
て
は
何
ら
触
れ
る
と

こ
ろ
が
な
い
。
本
稿
で
は
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、

和
刻
本
、
及
び
そ
の
底
本
で
あ
る
明
何
允
中
編
漢
魏
叢
書
本
ほ
か
、
い
く

つ
か
の
版
本
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、『
穆
天
子
伝
』
伝
本
研
究
の

不
備
を
補
い
た
い
。
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二
．
和
刻
本
『
穆
天
子
伝
』

　

日
本
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
『
穆
天
子
伝
』
は
、
版
種
と
し
て
は
一
種

の
み
存
在
す
る
。
は
じ
め
に
共
通
の
書
誌
事
項
を
、
次
い
で
既
見
伝
本
に

つ
い
て
、
各
本
ご
と
の
特
徴
を
示
す
。

A
．
穆
天
子
傳
六
巻
　

　
　
晉
郭
璞
注
　
明
汪
明
際
校

　
　
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
刊
（
京
、
博
文
堂
丸
屋
田
中
市
兵
衞
）

　
　
覆
明
〔
天
啓
・
崇
禎
〕
刊
何
允
中
編
漢
魏
叢
書
本

　

本
文
の
前
に
元
の
王
漸
序
あ
り
。
初
行
「
穆
天
子
傳
序
」
と
題
し
、
末

題
に
「
時
至
正
十
年
歳
在
庚
寅
春
二
月
二
十
七
日
壬
子
北
岳
王
漸
玄
翰
序
」、

六
行
十
四
字
、
三
張
。
本
文
巻
頭
は
初
行
「
穆
天
子
傳
巻
一
」
と
し
て
、

第
二
行
低
五
格
「
晉　

郭
璞
註　

呉
郡
汪
明
際
訂
」、
第
三
行
低
二
格
「
古

文
」、
第
四
行
よ
り
本
文
。
巻
二
以
降
は
注
者
名
、
校
者
名
を
出
さ
ず
、

第
二
行
低
二
格
「
古
文
」
と
し
、
第
三
行
よ
り
本
文
。
左
右
双
辺
（
二
○
．

四
×
一
二
．九
㎝
）、
有
界
、
毎
半
葉
九
行
二
十
字
。
注
小
字
双
行
。
句
読

点
あ
り
。
版
心
は
白
口
単
黒
魚
尾
。
上
象
鼻
「
穆
天
子
傳
」、
中
縫
に
巻
数
、

張
付
（
張
付
は
六
巻
通
し
、
計
三
十
張
）。
頭
注
が
あ
り
、
行
四
字
有
郭
。

こ
れ
は
汪
明
際
に
よ
る
校
語
と
思
わ
れ
る
。
尾
題
は
「
穆
天
子
傳
巻
一
終
」

の
ご
と
く
、
巻
六
ま
で
同
様
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
和
刻
本
は
漢
武
帝
内
傳
、
飛
燕
外
傳
と
の
合

刻
本
と
し
て
の
出
版
が
本
来
の
形
態
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の

二
書
と
合
わ
せ
て
架
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
を
は
じ
め
に
紹
介
す
る
。
印
記
、

書
入
等
に
つ
い
て
は
調
査
時
期
に
よ
り
粗
密
が
あ
る
た
め
、
完
全
な
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
現
所
蔵
機
関
の
印
記
は
省
略
し
、

「
□
」
は
判
読
で
き
て
い
な
い
文
字
を
示
す
。

①
関
西
大
学
総
合
図
書
館
蔵　

和
大
二
冊
の
内
〈
L
二
三
─

B
─

一
四

五
二
・
一
四
五
三
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
七
．五
×
一
八
．二
㎝
）。
第
一
冊
の
左
肩
に
双
郭
刷

題
簽
「
穆
天
子
傳
」
と
あ
り
、
穆
天
子
傳
を
収
め
、
第
二
冊
の
左
肩
に
双

郭
刷
題
簽
「
漢
武
内
傳
／
飛
燕
外
傳
」
と
あ
り
、
漢
武
帝
内
傳
一
巻
（
漢

班
固
撰　

明
章
斐
然
校
）、
飛
燕
外
傳
一
巻
（
漢
伶
玄
撰　

明
陳
斗
垣
校
）

を
収
め
る
。
次
に
芥
煥
彦
章
〔
芥
川
丹
邱
〕
跋
を
附
す（

（（
（

。
毎
半
葉
七
行
、
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字
数
不
定
、
写
刻
、
二
張
。
跋
題
な
し
で
初
行
よ
り
跋
文
、
末
題
に
「
延

享
丁
卯
夏
五
月
／
平
安
芥
煥
彦
章
題
」
と
し
、「
芥
煥
／
之
印
（
陰
刻
）」、

「
彦
／
章
」
の
印
記
を
模
刻
。
飛
燕
外
傳
末
葉
に
刊
記
「
延
享
四
年
丁
卯

五
月
吉
旦
／
二
條
通
柳
馬
場
西
江
入
町
丸
屋
／
皇
都
書
林　

田
中
市
兵
衞
」

と
あ
る
。
芥
川
跋
の
後
に
「
博
文
堂
藏
板
目
録
」
一
張
を
附
し
、
右
半
葉

下
段
に
「
穆
天
子
傳　

晉
郭
璞
注　

全
二
冊
／
漢
武
内
傳　

漢
班
固
著　

合
刻
／
飛
燕
外
傳　

漢
伶
玄
著　

同
上
」
と
あ
る
。

②
名
古
屋
大
学
中
央
図
書
館
蔵　

和
大
一
冊
の
内
〈
九
二
三
─

Ka
─

森
本
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
七
．三
×
一
八
．○
㎝
）。
左
肩
に
双
郭
刷
題
簽
「
穆

天
子
傳
」、
題
簽
下
部
に
「
漢
武
内
傳
／
飛
燕
外
傳
」
と
墨
書
。
飛
燕
外

傳
末
葉
刊
記
、
芥
川
跋
、
藏
板
目
録
、
①
に
同
じ
。
朱
墨
批
点
。
印
記
「
森

本
氏
印
」、「
石
雲
」。
森
本
喬
松
・
滋
抄
旧
蔵
。

③
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
蔵　

和
大
一
冊
の
内
〈M

iura–Y
ce–

二
一
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
六
．六
×
一
七
．七
㎝
）。
左
肩
に
双
郭
刷
題
簽
残
片

「
武
内
傳
／
燕
外
傳
」。
右
肩
「
完
全
」
と
墨
書
。
飛
燕
外
傳
末
葉
刊
記
、

芥
川
跋
は
①
②
に
同
じ
。
藏
版
目
録
は
同
版
だ
が
、
①
②
が
左
半
葉
下
段

「
金
匱
玉
函
経
」
の
撰
者
名
を
「
漢
仲
景
述
」
に
作
る
の
に
対
し
、
こ
の

本
は
「
晋
王
叔
和
撰
」
に
改
修
。
印
記
「
北
村
文
庫
」、「
植
藏
／
書
」。

三
浦
新
七
旧
蔵
。

　

①
②
の
二
本
が
早
印
、
藏
板
目
録
に
改
修
の
あ
る
③
は
や
や
後
印
と
思

わ
れ
る（

（（
（

。
博
文
堂
藏
版
目
録
の
表
記
や
、
芥
川
跋
の
「
書
林
田
氏
新
刻
三

書
、
索
余
題
言
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
漢
武
帝
内
傳
、
飛
燕
外
傳
と
の
合

刻
本
と
し
て
の
刊
行
が
、
本
来
の
形
態
と
見
て
よ
い
。

　

続
い
て
、
合
刻
さ
れ
た
漢
武
帝
内
傳
に
改
修
の
あ
る
次
の
本
を
挙
げ
て

お
く
。

A′
．
又
　

　
　
後
印
（
大
阪
、
文
會
堂
京
屋
山
本
淺
治
郎
）

　
　
漢
武
帝
内
傳
は
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
修
（
江
戸
、
伏
見
善
六
等
）

④
無
窮
会
蔵　

和
大
二
冊
の
内
〈
織
田
文
庫 

オ
─

三
五
○
一
・
三
四
二
三
〉

　

水
色
表
紙
（
二
五
．五
×
一
八
．一
㎝
）。
左
肩
双
郭
刷
題
簽
「
穆
天
子

傳
」。
見
返
し
に
「
穆
天
子
傳　

晉
郭
璞
注
／
漢
武
内
傳　

漢
班
固
著
／

飛
燕
外
傳　

漢
伶
玄
著
／
大
阪
書
肆　

文
會
堂
梓
」。
第
二
冊
左
肩
に
双

郭
刷
題
簽
「
漢
武
内
傳
／
飛
燕
外
傳
」。
漢
武
帝
内
傳
本
文
の
前
に
「
漢

武
帝
内
傳
序
」
と
し
て
宝
暦
十
年
の
太
神
貫
道
に
よ
る
序
を
附
す（

（（
（

。
漢
武

帝
内
傳
本
文
巻
頭
第
二
行
は
、
①
②
③
が
低
五
格
「
漢　

扶
風
班
固
著　
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章
斐
然
閲
」
に
作
る
の
に
対
し
、
こ
の
本
は
低
五
格
「
漢　

班
固
著　

日

本　

太
神
貫
道
訂
」
と
改
修
。
飛
燕
外
傳
末
葉
の
刊
記
、
芥
川
跋
は
①
②

③
に
同
じ
。
芥
川
跋
の
後
に
、「
大
阪
書
舗
山
本
文
會
堂
京
屋
淺
治
郎
藏

版
目
録
」
を
附
し
、「
穆
天
子
傳
」、「
漢
武
内
傳
」、「
趙
飛
燕
傳
」
に
つ
き
、

「
三
傳
全
二
冊
」
と
す
る
。
後
見
返
し
に
刊
記
「
明
和
三
丙

戌
年
孟
秋
」
と

あ
り
、
前
か
ら
「
京
都
書
林
」
と
し
て
「
堀
川
高
辻
上
ル
町
／
植
村
藤
右

衛
門
」「
寺
町
四
条
下
ル
町
／
植
村
藤
治
郎
」、「
大
坂
書
林
」
と
し
て
「
高

麗
橋
一
町
目
／
淺
野
彌
兵
衛
」「
日
本
橋
通
二
町
目
／
戸
倉
屋
喜
兵
衛
」、

「
江
戸
書
林
」
と
し
て
「
本
石
町
十
軒
店
／
伏
見
屋
善
六
」。
印
記
「
筒
井

藏
書
」。
織
田
小
覺
旧
蔵
。

　　

④
の
二
冊
は
別
個
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
文
會
堂
に
よ
る
刊
記
が
共

通
す
る
こ
と
か
ら
本
来
一
倶
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
漢
武
帝
内
傳
に

お
け
る
宝
暦
十
年
（
一
七
六
○
）
の
太
神
序
の
追
加
、
お
よ
び
本
文
巻
頭

第
二
行
の
改
修
は
、
江
戸
の
伏
見
屋
善
六
等
に
よ
っ
て
、
明
和
三
年
（
一

七
六
六
）
の
段
階
で
行
わ
れ
た
も
の
で（

（（
（

、
こ
の
本
そ
の
も
の
は
、
そ
の
修

版
を
用
い
た
、
大
阪
の
文
會
堂
京
屋
山
本
淺
治
郎
に
よ
る
後
印
と
推
定
さ

れ
る（

（（
（

。
修
版
に
よ
る
初
印
本
は
未
見
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
穆
天
子
傳
単
独
で
架
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
早
印
、
後
印
の
判
別
は
し
が
た
く
、
ひ
と
ま
ず
、
所
蔵

機
関
の
五
十
音
順
に
並
べ
た
。

⑤
九
州
大
学
中
央
図
書
館
蔵　

和
大
一
冊
〈
五
六
六
─

ホ
─

一
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
六
．九
×
一
七
．八
㎝
）。
左
肩
双
郭
刷
題
簽
「
穆
天

子
傳
」。

⑥
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
蔵　

和
大
一
冊
〈
大
曽
根
文
庫
─

普
八
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
七
．二
×
一
八
．一
㎝
）。
左
肩
双
郭
刷
題
簽
残
片
「
子

傳
」。
印
記
「
猪
狩
／
氏
章
」、「
高
田
氏
／
藏
書
記
」、「
樂
木
／
莊
藏
」。

大
曽
根
章
介
旧
蔵
。

⑦
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
（
三
田
旧
館
）　

和
大
一
冊
〈
六
六
─

六
七
─

一
〉

　

縹
色
艶
出
表
紙
（
二
五
．五
×
一
七
．五
㎝
）。
左
肩
双
郭
刷
題
簽
「
穆

天
子
傳
」。
印
記
「
故
新
井
由
三
郎
遺
／
書
寄
贈
之
章
」、「
加
藤
／
蔵
書
」、

「
鶴
牧
文
庫
」、「
藤
敏
」。
新
井
由
三
郎
旧
蔵
。

⑧
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
（
三
田
旧
館
）　

和
大
一
冊
〈
中
文
奥
野
一
─

六

A
─

一
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
七
．○
×
一
八
．○
㎝
）。
左
肩
書
題
簽
「
穆
天
子
傳
」。

右
肩
「
朝
川
善
庵
手
澤
本
」
押
紙
。
印
記
「
樂
我
小
／
室
珍
藏
」、「
善
庵
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三
十
／
年
精
力
／
所
聚
」、「
善
／
庵
」。
朱
墨
批
点
。
奥
野
信
太
郎
旧
蔵
。

⑨
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵　

和
大
一
冊
〈
三
○
九
─

七
○
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
六
．七
×
一
七
．七
㎝
）。
左
肩
「
穆
天
子
傳
一
之
六

　

全
」
と
題
書
。
一
部
に
書
入
あ
り
。
印
記
「
昌
平
坂
／
學
問
書
」、「
桂

氏
図
書
記
」、「
浅
草
文
庫
」、「
文
政
癸
未
」。
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
。

⑩
中
央
大
学
多
摩
図
書
館
蔵　

和
大
一
冊
〈
九
二
三
─

Ka
─

二
八
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
五
．八
×
一
七
．五
㎝
）
左
肩
双
郭
刷
題
簽
残
片
「
子

傳
」（
上
部
に
「
穆
太マ
マ

」
と
補
写
）。
印
記
「
倉
姓
藏
書
」、「
倉
氏
□
藏
書

記
」「
柳
乃
内
文
庫
印
」。

⑪
筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵　

和
大
一
冊
〈
ル
─

三
八
○
─

三
○
〉

　

栗
皮
色
横
縞
空
押
表
紙
（
二
六
．七
×
一
七
．六
㎝
）。
左
肩
「
穆
天
子

傳　

全
」
と
題
書
。
一
部
批
点
あ
り
。
印
記
「
宇
氏
／
公
□
」。

⑫
東
北
大
学
図
書
館
蔵
（
本
館
）　

和
大
一
冊
〈
狩
─

四
─

一
五
六
一
四
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
六
．五
×
一
八
．一
㎝
）。
左
肩
双
郭
刷
枠
題
簽
に
「
穆

天
子
傳
」
と
題
書
。
印
記
「
□
□
／
書
房
」。
副
葉
に
荀
勗
序
を
補
写
、

本
文
に
後
述
の
明
鍾
惺
校
本
と
の
対
校
と
思
わ
れ
る
書
入
あ
り
。
狩
野
亨

吉
旧
蔵
。

⑬
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵　

和
大
一
冊
〈
鴎
E
─

四
六
─

一
四
二
〉

　

茶
色
表
紙
（
二
六
．八
×
一
七
．七
㎝
）。
左
肩
刷
枠
題
簽
「
穆
天
子
傳

　

單
」
と
墨
書
。
印
記
「
笠
間
文
庫
」、「
大
上
」、「
鴎
外
／
藏
書
」。
森

鴎
外
旧
蔵
。

⑭
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵　

和
大
一
冊
〈
渡
G
─

三
○
─

二
六
九
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
五
．七
×
一
八
．三
㎝
）。
左
肩
双
郭
刷
題
簽
「
穆
天

子
傳
」。
芥
川
跋
あ
り
。
印
記
「
渡
／
部
／
文
／
庫
」（
舟
型
）。
渡
部
信

旧
蔵
。

⑮
新
潟
県
立
図
書
館
蔵　

和
大
一
冊
〈
史
─

Ⅳ
─

二
○
○
四
二
（
一
）〉

　

黄
色
卍
繋
空
押
表
紙
（
二
五
．八
×
一
七
．二
㎝
）。
左
肩
双
郭
刷
枠
題

簽
に
「
穆
天
子
傳　

完
」
と
題
書
。
芥
川
跋
あ
り
。
印
記
「
明
治
三
十
九

年
十
二
月
廿
八
日
／
新
潟
市
／
佐
藤
莊
松
氏
寄
贈
」、「
大
正
四
年
八
月
十

三
日
／
新
潟
市
寄
贈
」、「
新
潟
市
／
圖
書
館
／
藏
書
印
」、「
□
島
／
藏
書
」。

佐
藤
莊
松
旧
蔵
。

⑯
新
潟
大
学
附
属
中
央
図
書
館
蔵　

和
大
一
冊
〈
史
─

Ⅳ
─

○
─

七
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
五
．八
×
一
八
．四
㎝
）。
左
肩
双
郭
刷
題
簽
「
穆
天

子
傳
」。
芥
川
跋
あ
り
。

⑰
佛
教
大
学
図
書
館
蔵　

和
大
一
冊
〈
史
─

古
─

六
○
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
六
．○
×
一
八
．五
㎝
）。
左
肩
双
郭
刷
題
簽
「
穆
天

子
傳
」。
芥
川
跋
あ
り
。
印
記
「
飛
騨
／
桐
山
／
文
庫
」、「
徜

園
／
圖

書
記
」。
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⑱
宮
城
県
図
書
館
蔵　

和
大
一
冊
〈
二
○
○
九
三
─

青
─

九
二
三
─

八
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
六
．九
×
一
七
．九
㎝
）。
左
肩
双
郭
刷
題
簽
「
穆
天

子
傳
」。
右
下
「
五
十
一
」
と
墨
書
。
印
記
「
横
澤
浄
／
寄
附
／
仙
臺
文

庫
」、「
仙
台
文
庫
」、「
青
柳
館
／
文
庫
」、「
石
經
／
□
藏
」、「
□
翠
／
閃

房
」、「
源
印
／
義
卿
」、「
市
丹
臣
文
／
藏
獻
／
仙
臺
府
□
」。
青
柳
文
庫

旧
蔵
。

　

こ
れ
ら
が
も
と
も
と
穆
天
子
傳
の
み
で
単
行
さ
れ
た
の
か
、
購
書
、
架

蔵
の
段
階
で
た
ま
た
ま
単
独
に
な
っ
た
の
か
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、

⑭
⑮
⑯
⑰
の
ご
と
く
芥
川
跋
を
と
も
な
う
も
の
は
、
単
行
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
同
版
と
推
定
さ
れ
る
未
見
本
と
し
て
は
、
佐
野
市
立
郷
土

博
物
館
蔵
本
〈
須
永
文
庫 

子
─

一
一
五
─

一
・
二
〉
な
ど
が
あ
る
。

　

巻
一
巻
頭
に
「
汪
明
際
訂
」
と
題
し
、
頭
注
を
持
つ
の
が
、
こ
の
和
刻

本
の
特
徴
で
あ
る
が
、
次
に
そ
の
底
本
に
つ
い
て
、
見
て
い
き
た
い
。

三
．
何
允
中
編
漢
魏
叢
書
本
と
そ
の
覆
刻
本

　

和
刻
本
の
底
本
は
次
の
本
で
あ
る
。

B
．
穆
天
子
傳
六
巻

　
　
晉
郭
璞
注
　
明
汪
明
際
校

　
　
明
〔
天
啓
・
崇
禎
〕
刊

　
　
明
何
允
中
編
漢
魏
叢
書
所
収

　

本
文
の
前
に
元
王
漸
序
あ
り
。
初
行
「
穆
天
子
傳
序
」
と
題
し
、
第
二

行
よ
り
序
文
、
末
題
に
「
時
至
正
十
年
歳
在
庚
寅
春
二
月
二
十
七
日
壬
子

北
岳
王
漸
玄
翰
序
」、
六
行
十
四
字
、
三
張
。
本
文
巻
頭
は
初
行
「
穆
天

子
傳
巻
一
」
と
題
し
、
第
二
行
低
五
格
「
晉　

郭
璞
註　

呉
郡
汪
明
際
訂
」、

第
三
行
低
二
格
「
古
文
」、
第
四
行
よ
り
本
文
。
巻
二
以
降
は
注
者
名
、

校
者
名
を
出
さ
ず
、
第
二
行
低
二
格
「
古
文
」
と
し
、
第
三
行
よ
り
本
文
。

注
小
字
双
行
。
傍
点
、
圏
点
附
刻
。
左
右
双
辺
（
一
九
．四
×
一
三
．四
㎝
）、

有
界
、
毎
半
葉
九
行
二
十
字
。
版
心
は
白
口
単
白
魚
尾
。
上
象
鼻
「
穆
天

子
傳
」、
中
縫
に
巻
数
、
張
付
（
張
付
は
巻
ご
と
に
更
す
る
、
計
三
十
張
）。

頭
注
行
四
字
無
郭
。
尾
題
は
「
穆
天
子
傳
巻
一
終
」
の
ご
と
く
、
巻
六
ま

で
同
様
。
叢
書
初
冊
に
萬
暦
二
十
年
（
一
五
九
二
）
明
屠
隆
序
が
あ
り
、

初
行
「
漢
魏
叢
書
序
」
と
題
し
、
末
題
は
「
萬
暦
壬
辰
蜡
月
東
海
屠
隆
緯

眞
甫
纂
」。
六
行
十
四
字
、
五
張
。「
漢
魏
叢
書
總
目
」
と
し
て
、
經
翼
十
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七
種
、
別
史
十
四
種
、
子
餘
十
八
種
、
載
籍
二
十
七
種
、
計
七
十
六
種
。

總
目
に
そ
の
ま
ま
続
け
て
何
允
中
に
よ
る
叢
書
版
行
に
つ
い
て
の
序
が
あ

り
、
全
行
低
三
格
で
、
末
尾
に
印
記
「
何
印
／
允
中
」、「
文
／
開
」
を
模
刻
。

　

校
者
汪
明
際
に
つ
い
て
は
、『
康
煕
嘉
定
県
志
』
巻
一
一
選
挙
に
萬
暦

四
十
六
年
（
一
六
一
八
）
進
士
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
、
巻
一
六
人
物
二

に
伝
が
あ
る（

（（
（

。

　

汪
明
際
字
無
際
。
少
孤
、
力
學
、
旁
通
詩
畫（

（（
（

。
事
母
以
孝
聞
、
撫
弟
妹
、

極
友
愛
。
年
弱
冠
、
李
長
蘅
一
見
其
文
、
曰
、
此
國
士
也
。
自
是
聲
名
籍

甚
…
（
中
略
）
…

　

萬
暦
戊
午
（
四
十
六
年
）、
舉
于
郷
。
屡
困
、
公
車
謁
選
、
得
壽
昌
諭
、

讀
書
魏
萬
山
房
。
倡
導
古
學
、
僻
邑
風
、
尚
丕
變
。
由
太
學
録
、
歴
大
理

都
察
院
司
務
、
陞
工
部
主
事
、
晉
員
外
郎
…
（
中
略
）
…

　

後
、
以
同
官
接
管
悞
工
諉
卸
、
被
逮
拝
杖
以
没
。
非
其
罪
也
。

　

所
著
有
邀
仙
閣
集
、
所
裁
定
有
性
理
會
通（

（（
（

、
廣
輿
記
、
通
鑑
箋
註
、
韓

非
子
、
淮
南
子
諸
書
、
行
世
。

　

そ
の
死
没
に
つ
い
て
は
、『
明
季
北
略
』
巻
十
三
「
聖
駕
巡
城
」
の
条
に
、

「
繋
計
臣
二
人
于
獄
、
後
杖
斃
其
一
、
汪
明
際
是
也
」
と
あ
り（

（（
（

、
こ
れ
は

「
崇
禎
丁
丑
（
十
年
＝
一
六
三
七
）」
の
こ
と
で
、
そ
の
活
動
時
期
は
萬
暦

〜
崇
禎
年
間
と
考
え
ら
れ
る
。

　

叢
書
の
編
者
で
あ
る
何
允
中
に
つ
い
て
は
多
洛
肯
『
明
代
浙
江
進
士
研

究（
（（
（

』
に
よ
れ
ば
、
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）
進
士
、
浙
江
仁
和
県
の
人
、

字
は
文
開
、
庚
寅
（
萬
暦
十
八
年
（
一
五
九
○
））
の
生
ま
れ
で
あ
る（

（（
（

。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
刊
行
時
期
は
天
啓
・
崇
禎
年
間
と
推
定
さ
れ
る
。

總
目
に
附
さ
れ
た
何
允
中
の
序
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

叢
書
彙
自
括
蒼
何
先
生
鏜
。
版
行
則
新
安
程
氏
…
（
中
略
）
…
何
氏
舊

目
百
種
、
程
氏
僅
梓
三
十
七
。
茲
其
捜
益
其
半
…
（
中
略
）
…
往
見
緯
眞

氏
別
本
、
分
典
雅
、
奇
古
、
閎
肆
、
藻
豔
四
家
、
以
類
從
殊
爲
鉅
觀
。
恐

失
作
者
意
、
茲
仍
何
氏
經
史
子
籍
舊
目
云
。
武
林
何
允
中
識
。

　

漢
魏
叢
書
は
何
鏜
（
嘉
靖
二
十
六
年
（
一
五
四
七
）
進
士（

（（
（

）
が
百
種
を

編
纂
し
た
も
の
の
版
行
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
程
榮
が
そ
の
う
ち
三

十
八
種
（
何
允
中
序
は
「
三
十
七
」
と
す
る
が
、
現
存
す
る
程
榮
編
漢
魏

叢
書
は
三
十
八
種
で
あ
る
）
を
編
ん
で
刊
行
し
、
続
い
て
何
允
中
編
本
が

現
れ
た
。
程
榮
編
本
、
何
允
中
編
本
と
も
に
萬
暦
二
十
年
の
屠
隆
の
序
を
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冠
し
て
い
る
が
、
何
允
中
序
の
「
緯
眞
氏
別
本
」
の
「
緯
眞
」
と
は
こ
の

屠
隆
の
字
で
あ
り
、『
明
史
』
巻
九
八
芸
文
志
三
子
類
類
書
類
に
「
屠
隆

漢
魏
叢
書
六
十
巻
」
が
見
え
る（

（（
（

。
屠
隆
に
よ
る
序
は
、
も
と
も
と
自
身
の

編
本
に
附
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
屠
隆
編
本

は
現
存
し
な
い
た
め
確
認
は
で
き
な
い（

（（
（

。

　

既
見
伝
本
各
本
の
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵　

唐
大
一
冊

の
内
〈
叢
─

Ⅰ
─

二
─

一
一
〉（
叢
書
全
五
六
冊
中
の
第
一
九
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
六
．五
×
一
六
．八
㎝
）。
叢
書
初
冊
封
面
に
「
廣
漢

魏
叢
／
書
」、「
何
衙
藏
版
／
翻
刻
必
究
」。
封
面
右
上
に
印
記
「
五
車
一

极（
（（
（

」。
竹
書
紀
年
二
巻
、
漢
武
帝
内
傳
、
飛
燕
外
傳
、
雜
事
秘
辛
、
群
輔

録
各
一
巻
と
合
一
冊
。

②
国
士
舘
大
学
中
央
図
書
館
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
楠
本
文
庫
和
八
四
─

三
一
─

漢
（
五
）
─

二
〉（
叢
書
全
八
四
冊
中
の
第
三
一
冊
）

　

練
色
牡
丹
工
字
繋
空
押
艶
出
表
紙
（
二
六
．○
×
一
七
．一
㎝
）。
左
肩

「
漢
魏
叢
書
三
十
一
」、
右
肩
「
別
史
／
穆
天
子
傳
／
漢
武
内
傳
／
飛
燕
外

傳
／
雜
事
秘
辛
／
群
輔
録
」
と
題
書
。
漢
武
帝
内
傳
、
飛
燕
外
傳
、
雜
事

秘
辛
、
群
輔
録
各
一
巻
と
合
一
冊
。
印
記
「
尹
印
／
定
鉉
」。
楠
本
正
継

旧
蔵
。

③
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
三
六
九
─

一
○
三
〉

（
叢
書
全
五
六
冊
中
の
第
一
九
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
六
．○
×
一
六
．九
㎝
）。
左
下
「
信
龍
」
と
墨
書
。

漢
武
帝
内
傳
末
葉
に
「
寶
性
院
信
龍
」
と
墨
書
。
竹
書
紀
年
二
巻
、
漢
武

帝
内
傳
一
巻
と
合
一
冊
。
高
野
山
釈
迦
門
院
旧
蔵
。

④
国
立
国
会
図
書
館
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
一
一
六
─

一
○
〉（
叢
書
全

六
四
冊
中
の
第
二
一
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
五
．七
×
一
六
．三
㎝
）。「
穆
天
子
傳
六
巻
／
漢
武
内

傳
一
巻
／
飛
燕
外
傳
一
巻
／
雜
事
秘
辛
一
巻
／
群
輔
録
一
巻
／
漢
魏
叢
書

廿
一
」
と
題
書
。
漢
武
帝
内
傳
、
飛
燕
外
傳
、
雜
事
秘
辛
、
群
輔
録
各
一

巻
と
合
一
冊
。
印
記
「
故
榊
原
芬
埜
納
本
」、「
文
種
堂
／
圖
書
記
」。

⑤
静
嘉
堂
文
庫
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
函
三
五
─

架
七
三
守
〉（
叢
書
全

七
六
冊
中
の
第
二
九
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
六
．○
×
一
七
．一
㎝
）。
漢
武
帝
内
傳
、
飛
燕
外
傳
、

雜
事
秘
辛
、
群
輔
録
各
一
巻
と
合
一
冊
。
印
記
「
歸
安
陸
氏
守
先
／
閣
書

籍
稟
□
／
奏
定
立
案
歸
公
／
不
得
盗
賣
盗
買
」。
陸
心
源
旧
蔵
。

⑥
静
嘉
堂
文
庫
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
函
四
八
─

架
六
三
島
〉（
叢
書
全

八
○
冊
中
の
第
二
九
冊
）
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縹
色
表
紙
（
二
六
．三
×
一
七
．一
㎝
）。「
穆
天
子
傳
自
一
至
六
／
漢
武

内
傳
／
飛
燕
外
傳
／
秘
辛
／
群
輔
録
」
と
墨
書
。
漢
武
帝
内
傳
、
飛
燕
外

傳
、
雜
事
秘
辛
、
群
輔
録
各
一
巻
と
合
一
冊
。
印
記
「
雲
煙
家
／
藏
書
記
」。

安
西
雲
煙
、
島
田
篁
邨
旧
蔵
。

⑦
蓬
左
文
庫
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
一
─

一
七
三
─

五
〉（
叢
書
全
五
一

冊
中
の
第
二
四
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
五
．六
×
一
六
．五
㎝
）。
左
肩
双
郭
刷
枠
題
簽
に
「
漢

魏
叢
書　

二
十
二
」
と
墨
書
。
漢
武
帝
内
傳
、
飛
燕
外
傳
、
群
輔
録
各
一

巻
と
合
一
冊
。
叢
書
初
冊
に
總
目
な
し
。

⑧
宮
城
県
図
書
館　

唐
大
一
冊
の
内
〈
五
○
○
○
四
─

伊
達
〉（
叢
書
全

五
八
冊
中
の
第
二
○
冊
）

　

白
色
表
紙
（
二
六
．六
×
一
六
．七
㎝
）。
右
に
「
漢
魏
叢
書
二
十
」、
左

肩
「
穆
天
子
傳　

漢
武
内
傳　

飛
燕
外
傳　

雜
事
秘
辛
／
群
輔
録
」
と
墨

書
。
漢
武
帝
内
傳
、
飛
燕
外
傳
、
雜
事
秘
辛
、
群
輔
録
各
一
巻
と
合
一
冊
。

印
記
「
伊
達
伯
／
觀
瀾
閣
／
圖
書
印
」。
伊
達
家
旧
蔵
。

　

何
允
中
序
に
「
程
氏
僅
梓
三
十
七
、
茲
捜
益
其
半
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
七
十
六
種
本
が
何
允
中
編
漢
魏
叢
書
の
原
刊
本
と
考
え
ら
れ
る
。
穆

天
子
傳
、
漢
武
帝
内
傳
、
飛
燕
外
傳
は
、
こ
の
順
で
叢
書
に
収
め
ら
れ
て

お
り
、
和
刻
本
は
こ
の
三
書
を
合
わ
せ
て
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
な
い
。

　

次
に
、
同
版
の
後
印
本
で
、
叢
書
と
し
て
は
改
編
さ
れ
た
も
の
を
挙
げ
る
。

B′
．
又

　
　
後
印

　
　
欠
名
編
漢
魏
叢
書
九
十
四
種
本
所
収

⑨
宮
内
庁
書
陵
部
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
二
一
一
─

二
一
○
〉（
叢
書
全

八
○
冊
中
の
第
二
八
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
七
．○
×
一
七
．二
㎝
）。
左
肩
に
「
漢
魏
叢
書　

廿

八
」、
右
肩
「
穆
天
子
傳
／
武
帝
内
傳
／
飛
燕
外
傳
／
雜
事
秘
辛
」
と
題
書
。

叢
書
初
冊
の
屠
序
は
七
十
六
種
本
と
同
版
。
總
目
は
別
版
で
經
翼
二
十
種
、

別
史
十
五
種
、
子
餘
二
十
二
種
、
載
籍
三
十
七
種
の
計
九
十
四
種
。
何
允

中
序
な
し
。
印
記
「
德
藩
／
藏
書
」、
印
記
「
明
治
二
十
九
年
改
濟
／
德

山
／
毛
利
家
藏
書
」。
徳
山
毛
利
家
旧
蔵
。

⑩
神
宮
文
庫
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
叢
書
七
八
七
〉（
叢
書
全
一
○
○
冊

中
の
第
三
六
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
五
．三
×
一
六
．○
㎝
）。
左
側
に
「
漢
魏
叢
書　

竹



─ 4（4 ─

書　

穆
天
子
傳
」
と
題
書
。
叢
書
初
冊
封
面
、
中
央
に
大
字
で
「
漢
魏
叢

書
」、
右
側
に
朱
刷
で
「
新
增
補
刻
漢
／
魏
叢
書
二
十
種
」。
屠
序
、
總
目

に
つ
い
て
は
⑨
に
同
じ
。
何
允
中
序
は
無
い
。

　

⑨
⑩
は
叢
書
と
し
て
は
九
十
四
種
を
収
め
る
。
桂
五
十
郎
『
漢
籍
解
題
』

は
、
九
十
四
種
本
を
後
述
の
增
訂
漢
魏
叢
書
八
十
六
種
の
編
者
で
あ
る
清

の
王
謨
に
よ
る
増
編
と
見
て
い
る
が（

（（
（

、
筆
者
は
未
だ
書
冊
中
に
王
謨
の
名

を
確
認
し
て
い
な
い
た
め
、
ひ
と
ま
ず
編
者
不
明
と
し
て
お
く
。
な
お
、

こ
の
叢
書
で
新
た
に
増
編
さ
れ
た
書
目
の
う
ち
の
一
部
は
、
明
末
清
初
頃

に
刊
行
さ
れ
た
叢
書
、
五
朝
小
説
所
収
の
本
と
同
版
で
あ
る（

（（
（

。

B"
．
又

　
　
後
印

　
　
欠
名
編
漢
魏
叢
書
六
十
六
種
本
所
収

⑪
静
嘉
堂
文
庫
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
函
三
一
○
─

架
三
〉（
叢
書
全
八

○
冊
中
の
第
二
九
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
六
．○
×
一
六
．三
㎝
）。
漢
武
帝
内
傳
、
飛
燕
外
傳
、

雜
事
秘
辛
、
群
輔
録
各
一
巻
と
合
一
冊
。
叢
書
初
冊
に
屠
隆
序
が
あ
る
が
、

前
掲
諸
本
と
は
別
版
。
總
目
も
前
掲
諸
本
い
ず
れ
と
も
別
版
で
經
翼
十
七

種
、
別
史
十
三
種
、
子
餘
十
八
種
、
載
籍
十
八
種
の
計
六
十
六
種
。
何
允

中
序
は
無
い
。

　

⑪
は
叢
書
の
書
目
数
が
七
十
六
種
本
よ
り
少
な
い
が
、
印
面
の
状
態
か

ら
、
後
印
と
考
え
ら
れ
、
七
十
六
種
本
に
先
行
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
叢
書
零
本
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

⑫
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵　

唐
大
一
冊
〈
柳
田
文
庫
一
一
─

D
─

二

四
四
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
六
．○
×
一
六
．八
㎝
）。
柳
田
泉
旧
蔵
。

　

ま
た
、
同
版
と
思
わ
れ
る
未
見
本
と
し
て
、
滋
賀
大
学
附
属
図
書
館
教

育
学
部
分
館
蔵
〈
叢
─

Ⅰ
─

二
〉
な
ど
が
あ
る
。

　

次
に
挙
げ
る
の
は
B
を
底
本
と
す
る
清
代
の
覆
刻
本
で
あ
る
。

C
．
同

　
　
清
〔
乾
隆
・
嘉
慶
〕
刊
（〔
五
柳
居
陶
氏
〕）

　
　
欠
名
編
漢
魏
叢
書
八
十
種
本
所
収
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覆
明
〔
天
啓
・
崇
禎
〕
刊
何
允
中
編
漢
魏
叢
書
本

　

左
右
双
辺
（
一
八
．九
×
一
三
．三
㎝
）。
王
漸
序
末
題
「
王
漸
玄
翰
序
」

の
「
玄
」
字
を
欠
画
。
底
本
に
あ
る
頭
注
を
削
略
。
叢
書
初
冊
に
封
面
「
廣

漢
魏
叢
書
」
と
あ
る
が
、
B
①
の
封
面
と
は
別
版
。
屠
隆
序
、
總
目
も

前
掲
諸
本
い
ず
れ
と
も
別
版
。
總
目
は
經
翼
十
七
種
、
別
史
十
五
種
、
子

餘
二
十
一
種
、
載
籍
二
十
七
種
の
計
八
十
種
。
B′
、
B"
と
異
な
り
、
總
目

に
続
け
て
、
B
と
は
別
版
な
が
ら
何
允
中
序
が
あ
る
。

①
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
○
三
六
─

二
四
〉（
叢

書
全
一
○
○
冊
中
の
第
三
二
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
四
．○
×
一
五
．六
㎝
）。
漢
武
帝
内
傳
、
飛
燕
外
傳
、

雜
事
秘
辛
、
群
輔
録
各
一
巻
と
合
一
冊
。

②
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
（
三
田
新
館
・
貴
重
書
室
）　

唐
大
一
冊
の
内
〈
一

一
○
X
─

五
六
七
─

一
○
○
〉（
叢
書
全
一
○
○
冊
中
の
第
三
二
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
五
．一
×
一
六
．一
㎝
）。
左
肩
「
穆
天
子
傳
／
漢
武

内
傳
／
飛
燕
外
傳
／
雜
事
秘
辛
／
聖
賢
」
と
題
書
。
漢
武
帝
内
傳
、
飛
燕

外
傳
、
雜
事
秘
辛
、
群
輔
録
各
一
巻
と
合
一
冊
。
叢
書
初
冊
封
面
は
右
に

同
じ
。
印
記
「
晩
香
堂
／
圖
書
記
」、「
奚
暇
斎
／
讀
本
記
」。
狩
谷
棭
斎
、

多
紀
元
堅
旧
蔵
。

　

王
漸
序
末
題
「
玄
」
字
の
欠
画
か
ら
、
少
な
く
と
も
穆
天
子
傳
に
つ
い

て
は
、
清
康
煕
年
間
以
降
の
刊
行
で
あ
る
。
ま
た
、
底
本
と
の
大
き
な
相

違
点
は
頭
注
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

叢
書
全
体
と
し
て
は
、
序
跋
や
校
者
に
清
乾
隆
期
の
人
物
の
名
や
、
乾

隆
末
期
の
年
号
が
見
え
、
こ
の
う
ち
最
も
後
年
の
も
の
は
、
孫
星
衍
「
孫

子
畧
解
叙
」
の
乾
隆
戊
申
（
五
十
三
年
＝
一
七
八
八
）
で
あ
る（

（（
（

。
B
の

七
十
六
種
に
、
三
國
志
辯
誤
、
孫
子
、
抱
朴
子
（
内
題
は
「
新
鋟
葛
稚

川
」）、
枕
中
書
を
加
え
た
八
十
種
を
収
録
す
る
。

　

何
允
中
の
生
年
（
一
五
九
○
）
か
ら
し
て
、
こ
の
覆
刻
お
よ
び
増
編
は
、

本
人
が
直
接
関
わ
っ
た
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
が
、
叢
書
自
体
に
新
た
な

編
者
、
刊
行
者
の
名
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
叢
書

と
は
無
関
係
に
孫
星
衍
が
『
抱
朴
子
』
に
附
し
た
「
新
校
正
抱
朴
子
内
篇

序
」（
年
紀
は
「
癸
酉
」
で
、
お
そ
ら
く
は
嘉
慶
十
八
年
（
一
八
一
三
））

に
見
え
る
、「
諸
子
多
有
宋
元
以
來
及
近
人
校
正
刊
本
。
唯
抱
朴
子
僅
明

廬
舜
治
本
行
世
。
五
柳
居
陶
大
使
曽
假
之
於
予
、
增
刊
入
漢
魏
叢
書
」
と

い
う
記
述
で
あ
る（

（（
（

。
八
十
種
本
所
収
の
新
鋟
葛
稚
川
（
抱
朴
子
）
内
篇
四

巻
、
外
篇
四
巻
は
、「
廬
舜
治
評
校
」
と
題
し
、
こ
の
記
述
に
合
致
す
る
。
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「
五
柳
居
」
と
は
清
代
、
北
京
の
瑠
璃
廠
に
あ
っ
た
書
肆
で
、
乾
隆
年
間

に
陶
正
祥
に
よ
っ
て
興
さ
れ
た
。
孫
星
衍
『
五
松
園
文
稿
』
所
収
の
「
清

故
封
修
職
郎
兩
浙
鹽
課
大
使
陶
君
正
祥
墓
碣
銘（

（（
（

」
に
も
、「
君
見
予
藏
孫

子
魏
武
注
、
以
爲
世
無
此
本
、
刊
入
漢
魏
叢
書
中
」
と
あ
り
、
や
は
り
孫

子
も
八
十
種
本
で
新
た
に
加
わ
っ
た
書
目
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

刊
行
者
は
五
柳
居
陶
氏
と
推
定
で
き
る
。
刊
行
時
期
に
つ
い
て
は
、「
墓

碣
銘
」
に
、「
君
以
嘉
慶
二
年
（
一
七
九
七
）
八
月
二
日
卒
於
都
門
、
春

秋
六
十
有
六
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
乾
隆
・
嘉
慶
の
際
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
版
に
は
次
の
修
本
が
存
在
し
、
伝
本
と
し
て
は
こ
ち
ら
の
ほ
う
が

数
が
多
い
。

C′
．
又

　
　
後
修

　

本
文
巻
頭
第
二
行
は
「
晉　

郭
璞
註
」
の
み
で
、「
呉
郡
汪
明
際
訂
」

を
削
去
し
て
い
る
。
叢
書
初
冊
封
面
は
同
版
。
總
目
は
同
版
、
計
八
十
種

で
あ
る
が
、
別
史
書
目
の
第
四
を
「
三
國
志
辯
誤　

宋　
　

亡
名
氏
撰
」

か
ら
、「
鄴
中
記　
　
　

晉　

陸　

翽
撰
」
に
改
修
し
、
三
國
志
辯
誤
と

鄴
中
記
を
差
し
替
え
て
い
る
。

①
東
洋
文
庫
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
Ⅴ
─

五
─

A
─

三
○
〉（
叢
書
全
九

六
冊
中
の
第
三
一
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
四
．九
×
一
五
．九
㎝
）。
左
肩
双
郭
刷
題
簽
「
漢
魏

叢
書
」、
題
簽
下
部
に
「
文
會
／
發
兌
」、「
第
六
函
」、「
谷
邑
文
會
堂
／

自
在
江
浙
蘇
／
閩
揀
選
古
今
／
書
籍
發
兌
記
」
の
朱
印
。
漢
武
帝
内
傳
、

飛
燕
外
傳
、
雜
事
秘
辛
、
群
輔
録
と
合
一
冊
。

②
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
三
六
九
─

一
○
二
〉

（
叢
書
全
一
二
○
冊
中
の
第
三
八
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
五
．一
×
一
五
．九
㎝
）。
左
肩
単
郭
刷
題
簽
「
漢
魏

叢
書　

第　

冊
」
に
、「
三
十
八
」
と
冊
次
を
墨
書
。
漢
武
帝
内
傳
、
飛

燕
外
傳
、
雜
事
秘
辛
各
一
巻
と
合
一
冊
。
印
記
「
昌
平
坂
／
學
問
所
」。

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
。

③
国
立
国
会
図
書
館
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
二
○
三
─

八
〉（
叢
書
全
一

一
九
冊
中
の
第
三
五
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
四
．七
×
一
五
．五
㎝
）。
右
肩
に
「
穆
天
子
傳
／
漢

武
内
傳
」
と
墨
書
。
漢
武
帝
内
傳
一
巻
と
合
一
冊
。

④
尊
経
閣
文
庫
蔵　

唐
大
一
冊
〈
雑
部
合
編
合
刻
類
六
〉（
叢
書
全
一
○

八
冊
の
内
）
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淡
茶
色
表
紙
（
二
四
．三
×
一
五
．六
㎝
）。
左
肩
「
廣
漢
魏
叢
書　

穆

天
子
傳　

一
／
漢
武
内
傳
／
飛
燕
／
秘
辛
／
群
」
と
題
書
。
但
し
漢
武
内

傳
以
下
の
題
書
は
朱
線
で
消
し
て
あ
る
。

⑤
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
叢
書
─

雑
叢
─

一
〉

（
叢
書
全
八
○
冊
中
の
第
二
八
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
四
．六
×
一
五
．八
㎝
）。
漢
武
帝
内
傳
、
飛
燕
外
傳
、

雜
事
秘
辛
、
群
輔
録
各
一
巻
と
合
一
冊
。

⑥
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
井
上
文
庫
四
七
〉（
叢

書
全
八
三
冊
中
の
第
二
四
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
四
．三
×
一
五
．六
㎝
）。「
穆
天
子
傳
／
武
帝
内
傳
／

飛
燕
外
傳
／
雜
事
秘
辛
／
群
輔
録
」
と
題
書
。
漢
武
帝
内
傳
、
飛
燕
外
傳
、

雜
事
秘
辛
、
群
輔
録
各
一
巻
と
合
一
冊
。
印
記
「
井
上
巽
軒
／
藏
書
之
□
」。

井
上
巽
軒
旧
蔵
。

⑦
東
北
大
学
図
書
館
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
狩
─

一
─

二
八
二
〉（
叢
書

全
一
○
○
冊
中
の
第
三
一
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
四
．三
×
一
五
．五
㎝
）。
漢
武
帝
内
傳
、
飛
燕
外
傳

各
一
巻
と
合
一
冊
。
狩
野
亨
吉
旧
蔵
。

⑧
新
潟
大
学
附
属
中
央
図
書
館
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
叢
I
─

二
─

一

─

佐
野
文
庫
〉（
叢
書
全
八
○
冊
中
の
第
二
六
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
四
．四
×
一
五
．六
㎝
）。
叢
書
初
冊
總
目
無
し
。
漢

武
帝
内
傳
、
飛
燕
外
傳
、
雜
事
秘
辛
、
群
輔
録
各
一
巻
と
合
一
冊
。
佐
野

喜
平
太
旧
蔵
。

　

未
見
伝
本
と
し
て
は
、
B
類
、
C
類
い
ず
れ
か
と
同
版
と
思
わ
れ
る

鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
本
〈
W
A
─

W
二
八
二
─

ホ
ク
テ
─

一
般
W
H
〉、

C
類
と
同
版
と
思
わ
れ
る
愛
媛
県
立
図
書
館
蔵
本
〈
○
八
二
─

一
三
─

三
一
〉
な
ど
が
あ
る
。

　

顧
実
、
鄭
傑
文
、
王
貽
樑
ら
の
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
B
類
、
C
類

に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
版
種
の
理
解
に
や
や
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、
顧
氏

は
「
七
十
六
種
漢
魏
叢
書
本
」
を
挙
げ
、「
明
崇
禎
間
武
林
何
允
中
刻
」

と
し
な
が
ら
、
汪
明
際
の
名
を
出
さ
な
い
。
ま
た
、「
五
柳
居
八
十
種
廣

漢
魏
叢
書
本
」
を
挙
げ
る
も
、
後
述
の
王
謨
編
增
訂
漢
魏
叢
書
所
収
の
鄭

濂
校
本
D
と
混
同
し
て
い
る
。
鄭
傑
文
氏
は
「
何
允
中
刊
《
廣
漢
魏
叢
書
》

所
載
本
」
を
挙
げ
、「
明
崇
禎
間
武
林
何
允
中
刊
」
と
す
る
も
の
の
、「
此

本
雖
未
題
署
校
訂
者
、
然
亦
作
過
校
訂
」
と
述
べ
、
や
は
り
汪
明
際
の
名

を
出
さ
な
い（

（（
（

。
王
貽
樑
氏
は
、
基
本
的
に
顧
氏
の
見
解
を
追
認
す
る
の
み

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
お
そ
ら
く
は
三
氏
と
も
汪
明
際
の
名
を
冠
す
る
本

を
実
見
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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四
．
何
允
中
編
漢
魏
叢
書
本
を
祖
と
す
る
そ
の
他
の
諸
版

　

こ
の
ほ
か
に
、
何
允
中
編
漢
魏
叢
書
本
を
直
接
、
間
接
に
祖
と
す
る
本

と
し
て
比
較
的
刊
行
時
期
の
早
い
も
の
に
次
の
二
種
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
伝
本
の
数
に
比
し
て
、
現
時
点
で
は
調
査
点
数
が
十
分
で
な
い

が
、
ひ
と
ま
ず
既
見
伝
本
に
基
づ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。

D
．
穆
天
子
傳
六
巻

　
　
晉
郭
璞
注
　
清
鄭
濂
校

　
　
清
乾
隆
五
十
七
年
（
一
七
九
二
）
序
刊

　
　
清
王
謨
編
增
訂
漢
魏
叢
書
所
収

　
　
覆
明
〔
天
啓
・
崇
禎
〕
刊
何
允
中
編
漢
魏
叢
書
本

　

元
王
漸
序
の
末
題
「
玄
」
字
を
欠
画
。
次
に
、
改
張
し
て
標
題
な
し
で
、

「
右
穆
天
子
傳
六
巻
與
周
書
紀
年
同
出
汲
冢
…
」
と
王
謨
に
よ
る
跋
文
が

あ
る
。
全
行
低
一
格
。
末
題
に
「
乾
隆
戊
申
皐
月
端
午
日
汝
上
／
王
謨
識
」

と
あ
り
、
乾
隆
戊
申
は
五
十
三
年
（
一
七
八
八
）。
本
文
巻
頭
は
初
行
「
穆

天
子
傳
巻
一
」
と
し
て
、
第
二
行
低
五
格
「
晉　

郭
璞
註　
　

南
城
鄭　

濂
校
」、
第
三
行
低
二
格
「
古
文
」、
第
四
行
よ
り
本
文
。
巻
二
以
降
は
注

者
名
、
校
者
名
を
出
さ
ず
、
第
二
行
低
二
格
「
古
文
」
と
し
、
第
三
行

よ
り
本
文
。
注
小
字
双
行
。
左
右
双
辺
（
一
八
．七
×
一
三
．六
㎝
）、
有

界
、
毎
半
葉
九
行
二
十
字
。
版
心
は
白
口
単
白
魚
尾
。
上
象
鼻
「
穆
天
子

傳
」、
中
縫
に
巻
数
、
張
付
（
張
付
は
巻
ご
と
に
更
す
る
、
計
三
十
張
）。

尾
題
「
穆
天
子
傳
巻
一
終
」
の
ご
と
く
、
巻
六
ま
で
同
様
。
叢
書
初
冊
封

面
に
「
乾
隆
辛
亥
重
鐫
／
漢
魏
叢
書
／
經
翼
二
十
種　

別
史
十
六
種
／
子

餘
廿
二
種　

載
籍
廿
八
種
／
本
衙
藏
版
」
と
あ
り
。
乾
隆
辛
亥
は
五
十
六

年
（
一
七
九
一
）。
封
面
に
「
許湾
愛
日
堂
發
兌
」
の
朱
印
あ
り
。
続
い
て
「
重

刻
漢
魏
叢
書
叙
」
が
あ
り
、「
…
金
谿
進
士
王
君
躬
際
文
明
博
極
羣
書
、

司
建
昌
技
官
之
任
期
以
鼓
舞
多
士
樂
育
英
才
復
取
漢
魏
叢
書
加
輯
爲
八
十

六
種
…
」、
末
題
に
「
乾
隆
壬
子
孟
秋
上
浣
桂
林
陳
蘭
森
撰
」
と
あ
る
。

乾
隆
壬
子
は
五
十
七
年
（
一
七
九
二
）。
続
け
て
、
屠
隆
の
「
漢
魏
叢
書

序
」、「
增
訂
漢
魏
叢
書
凡
例
」、「
增
訂
漢
魏
叢
書
參
閲
姓
氏
」、「
增
訂
漢

魏
叢
書
目
次
」
を
附
す
。

①
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
（
三
田
旧
館
）　

唐
大
一
冊
の
内
〈
四
八
─

一
六
〉

（
叢
書
全
八
○
冊
中
の
第
二
○
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
三
．二
×
一
五
．五
㎝
）。
竹
書
紀
年
巻
下
と
合
一
冊
。
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②
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
三
六
九
─

一
○
六
〉

（
叢
書
全
八
○
冊
中
の
第
一
八
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
五
．七
×
一
六
．一
㎝
）。
本
文
の
前
に
乾
隆
戊
申
の

王
謨
跋
を
附
す
が
、
本
文
の
後
に
も
別
版
の
王
謨
跋
を
附
す
。
跋
文
後
半

が
や
や
異
な
り
、
年
紀
は
な
い
。
竹
書
紀
年
二
巻
と
合
一
冊
。

③
東
洋
文
庫
蔵
〈
V
─

五
─

B
─

二
八
〉　

唐
大
一
冊
の
内
（
叢
書
全
八

○
冊
中
の
第
一
七
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
四
．六
×
一
五
．九
㎝
）。
竹
書
紀
年
二
巻
と
合
一
冊
。

　

叢
書
の
編
者
王
謨
が
「
凡
例
」
で
「
括
蒼
何
氏
初
輯
叢
書
百
種
本
、
未

板
行
、
惟
新
安
程
氏
、
武
林
何
氏
二
本
竝
行
於
世
、
何
本
流
傳
較
廣
…
（
中

略
）
…
於
今
二
百
餘
年
、
何
本
原
書
亦
僅
有
存
者
…
（
中
略
）
…
原
板
久

已
漫
漶
後
、
又
未
有
重
刻
者
。
所
以
眞
本
難
得
而
可
貴
也
。
謨
癖
愛
是
書
、

因
家
藏
眞
本
頗
爲
完
善
。
故
謀
鏤
板
以
公
同
好
」、「
何
氏
叢
書
原
刻
祗
七

十
六
種
」
と
し
て
お
り
、
穆
天
子
傳
は
新
た
に
鄭
濂
の
校
訂
を
経
て
い
る

も
の
の
、
基
本
的
に
は
B
を
底
本
と
し
た
覆
刻
と
見
て
よ
い
。

　

こ
の
增
訂
漢
魏
叢
書
本
を
底
本
と
し
た
さ
ら
な
る
覆
刻
本
や
翻
刻
本
が
、

清
末
に
は
続
々
と
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（

（（
（

、
こ
の
本
が
広
く
流
布
し

た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

E
．
穆
天
子
傳
六
巻
　

　
　
晉
郭
璞
注
　
明
汪
明
際
校

　
　
清
乾
隆
五
十
九
年
（
一
七
九
四
）
刊
（
大
酉
山
房（

（（
（

）

　
　
馬
俊
良
編
龍
威
秘
書
第
一
集
漢
魏
叢
書
採
珍
所
収
　

　
　
翻
漢
魏
叢
書
所
収
汪
明
際
校
本

　

元
王
漸
序
は
九
行
二
十
字
、
二
張
、
末
題
「
玄
」
字
を
欠
画
。
本
文
巻

頭
は
初
行
「
穆
天
子
傳
巻
一
（
空
五
格
）
漢
魏
叢
書
原
本
」
と
し
て
、
第

二
行
低
四
格
「
晉　

郭
璞
註　

呉
郡
汪
明
際
訂
」、
第
三
行
低
二
格
「
古

文
」、
第
四
行
よ
り
本
文
。
巻
二
以
降
は
注
者
名
、
校
者
名
を
出
さ
ず
、

第
二
行
低
二
格
「
古
文
」
と
し
、
第
三
行
よ
り
本
文
。
左
右
双
辺
（
一
二
．

○
×
八
．八
㎝
）、
有
界
、
毎
半
葉
九
行
二
十
字
。
注
小
字
双
行
。
圏
点
あ

り
。
版
心
は
線
黒
口
魚
尾
無
し
。
中
縫
に
「
穆
天
子
傳
」、
張
付
（
張
付

は
通
し
、
計
三
十
張
）。
尾
題
な
し
。
叢
書
初
冊
に
書
扉
が
二
張
あ
り
、

第
一
張
表
面
に
「
龍
威
祕
書
全
／
部
共
十
集
八
十

冊
毎
集
八
冊
」、
裏
面
に
「
一
集
漢
魏
採
珎
」

の
ご
と
く
各
集
の
収
録
内
容
を
列
挙
、
第
二
張
表
面
に
「
小
爾
雅　

神
異

經　

枕
中
書
／
羣
輔
録　

穆
天
子
傳　

洞
冥
記
／
…
」
の
ご
と
く
第
一
集

の
収
録
書
目
を
列
挙
。
裏
面
上
部
に
「
乾
／
隆
／
甲
／
寅
／
年
／
刊
」、「
漢
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魏
叢
書
採
珍　

一
集
／
龍
威
秘
書
／
凡
已
八
秘
書
二
十
一
種
及
有
専
刻
者

／
不
重
載　

大
酉
山
房
」
と
あ
り
。「
龍
威
祕
書
自
識
」
と
題
し
、
馬
俊

良
序
あ
り
。
末
題
に
「
石
門
馬
俊
良
嵰
山
氏
識
」。
総
目
初
行
に
「
龍
威

祕
書
一
集
總
目
（
空
四
格
）
漢
魏
叢
書
採
珍
十
九

種

」、
第
二
行
・
第
三
行
を

ま
た
い
で
低
六
格
「
浙
江
」、
そ
の
直
下
に
第
二
行
「
石
門
馬
俊
良
集
子

珮
忞
校
字
」、
第
三
行
「
分
水
高　

基
參
訂
」、
第
四
行
よ
り
各
冊
収
録
書

目
を
列
挙
、
第
六
冊
に
神
異
經
、
穆
天
子
傳
、
漢
武
内
傳
を
収
め
る
。

①
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵　

唐
中
一
冊
の
内
〈
子
─

一
○
八
─

二
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
一
七
．一
×
一
○
．九
㎝
）。
書
題
簽
「
龍
威
秘
書　

一

集　

六
」。
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
。

②
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵　

唐
中
一
冊
の
内
〈
三
七
○
─

一
九
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
一
六
．九
×
一
○
．八
㎝
）。「
龍
威
秘
書
一
集
第
六
冊
」、

「
神
□
□
／
穆
天
子
傳
一
之
六
／
漢
武
内
傳
」
と
題
書
。
印
記
「
昌
平
坂

／
學
問
所
」。
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
。

③
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵　

唐
中
一
冊
の
内
〈
三
七
○
─

一
八
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
一
七
．五
×
一
一
．○
㎝
）。「
神
異
經
／
穆
天
子
傳
／
漢

武
内
々
」、「
六
」
と
題
書
。
叢
書
初
冊
刊
記
な
し
。

④
国
立
国
会
図
書
館
蔵　

唐
中
一
冊
の
内
〈
一
八
四
─

五
四
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
一
七
．三
×
一
○
．八
㎝
）。

⑤
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵　

唐
中
一
冊
の
内
〈
A
─

三
○
─

三
七
五
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
一
九
．○
×
一
一
．○
㎝
）。

⑥
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵　

唐
中
一
冊
の
内
〈
イ
─

三
一
五
五
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
一
七
．七
×
一
○
．七
㎝
）。「
神
異
經
／
穆
天
子
傳
／
武

帝
内
傳
」
と
朱
で
題
書
。

⑦
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館　

唐
中
一
冊
の
内
〈
イ
─

三
一
六
○
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
一
七
．八
×
一
一
．○
㎝
）。「
神
異
經
／
穆
天
子
傳
／
武

帝
内
傳
」、「
龍
威
秘
書　

一
集　

第
六
冊
」
と
題
書
。

　

龍
威
秘
書
本
は
、
B
類
も
し
く
は
C
類
い
ず
れ
か
を
底
本
と
す
る
翻

刻
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
一
方
に
決
し
が
た
く
、
ひ
と
ま
ず
「
翻

漢
魏
叢
書
所
収
汪
明
際
校
本
」
と
し
た（

（（
（

。

　

顧
実
、
王
貽
樑
、
鄭
傑
文
は
、
こ
の
龍
威
秘
書
本
の
解
題
で
初
め
て
汪

明
際
に
言
及
す
る
。
各
氏
と
も
汪
明
際
を
清
人
と
見
て
、
龍
威
秘
書
本
を

「
汪
本
」
と
簡
称
し
、
汪
明
際
校
本
の
初
出
の
ご
と
く
位
置
づ
け
て
い
る
が
、

こ
れ
は
是
正
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
明
の
天
啓
・
崇
禎
年
間
（
十
七
世
紀
前
半
）
に

刊
行
さ
れ
た
B
を
祖
と
す
る
本
と
し
て
、
A
、
C
、
D
、
E
が
存
在
す
る
。
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和
刻
本
A
の
刊
行
は
、
（（
世
紀
中
葉
の
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
と
比

較
的
早
い
。
C
、
D
、
E
の
刊
行
時
期
は
、
そ
れ
よ
り
や
や
遅
れ
て
、

（（
世
紀
末
、
乾
隆
末
期
か
ら
嘉
慶
初
期
あ
た
り
に
集
中
し
て
い
る
と
見
ら

れ
る
。
刊
行
時
期
が
最
も
早
く
、
頭
注
を
残
す
な
ど
、
原
本
B
の
面
目

を
最
も
保
っ
て
い
る
の
は
、
A
の
和
刻
本
で
あ
り
、
そ
う
し
た
意
味
で

和
刻
本
の
価
値
は
大
き
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
複
数
の
派
生
本
を
生
ん

だ
B
は
、
穆
天
子
傳
の
伝
世
過
程
に
お
い
て
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し

た
と
言
え
る
。五

．
明
末
頭
注
本
、
批
評
本
に
つ
い
て
　
　

　

A
、
B
に
の
み
見
え
る
頭
注
は
汪
明
際
の
校
語
と
思
わ
れ
る
が
、
劉

辰
翁
、
王
世
貞
、
胡
王
麟
、
鍾
惺
、
陳
深
な
ど
諸
家
の
言
説
を
引
い
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
鍾
惺
校
を
冠
し
た
穆
天
子
傳
は
現
存
し
て
い
る
。

F
．
穆
天
子
傳
六
巻

　
　
晉
郭
璞
注
　
明
鍾
惺
校
　

　
　〔
明
末
〕
刊
　

　
　
明
鍾
惺
編
汲
冢
遺
書
所
収

　
「
汲
冢
遺
書
序
」
と
し
て
鍾
惺
序
。
末
題
に
「
竟
陵
鍾
惺
伯
敬
又
題
」

と
あ
り
、
印
記
「
鍾
惺
／
之
印
」、「
伯
敬
／
氏
」
模
刻
。
竹
書
紀
年
一
巻

と
合
一
冊
。「
穆
天
子
傳
舊
序
」
と
し
て
晋
荀
勗
序
が
あ
り
、
一
張
。
本

文
巻
頭
は
初
行
「
穆
天
子
傳
巻
之
一
」、
第
二
行
低
四
格
「
晉　

河
東
郭

　

璞
注　

明　

竟
陵
鍾　

惺
閲
」、
第
三
行
低
二
格
「
古
文
」、
第
四
行
よ

り
本
文
。
巻
二
以
降
は
注
者
名
、
校
者
名
を
出
さ
ず
、
第
二
行
低
二
格
「
古

文
」
と
し
、
第
三
行
よ
り
本
文
。
本
文
は
各
巻
冒
頭
の
行
を
除
い
て
全
て

低
二
格
。
干
支
ご
と
に
改
行
。
四
周
単
辺
（
一
八
．八
×
一
一
．一
㎝
）、

無
界
、
毎
半
葉
九
行
二
十
四
字
。
注
小
字
双
行
。
頭
注
行
五
字
無
郭
。
版

心
は
白
口
魚
尾
な
し
。
中
縫
に
張
付
（
張
付
は
通
し
、
計
二
十
四
張
）。

尾
題
「
一
巻
終
」、「
二
巻
終
」、
三
巻
以
降
な
し
。

①
国
立
公
文
書
館
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
史
一
九
─

一
〉

　

黄
色
表
紙
（
二
四
．九
×
一
四
．五
㎝
）。
左
肩
書
題
簽
「
汲
冢
遺
書　

全
」

と
墨
書
。

②
尊
経
閣
文
庫
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
雑
部
合
編
合
刻
類
六
〉

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
四
．八
×
一
四
．六
㎝
）。
左
肩
「
竹
書
紀
年
并
穆
天
子
傳
」

と
題
書
。
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も
っ
と
も
、
鍾
惺
の
校
語
と
思
わ
れ
る
こ
の
本
の
頭
注
が
、
A
、
B

の
頭
注
と
必
ず
し
も
逐
一
呼
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

頭
注
本
と
し
て
は
、
次
の
本
も
あ
る
。

G
．
穆
天
子
傳
六
巻

　
　
晉
郭
璞
注
　
明
呉
弘
基
、
金
堅
校
　

　
　〔
明
末
〕
刊
　

　
　
明
呉
弘
基
編
史
拾
廣
覽
所
収

　
「
穆
天
子
傳
舊
序
」
と
し
て
、
晋
荀
勗
序
あ
り
。
本
文
巻
頭
は
初
行
「
史

拾
廣
覽
穆
天
子
傳
古
文
」、
第
二
行
・
第
三
行
を
ま
た
い
で
低
一
格
「
晉
河
東
郭

　

璞
注　
　

明
」、
そ
の
下
に
第
二
行
「
呉
弘
基
」、
第
三
行
「
金　

堅
」、

再
び
行
を
ま
た
い
で
「
仝
閲
」、
第
四
行
低
三
格
「
巻
之
一
」、
第
五
行
よ

り
本
文
。
左
右
双
辺
（
一
八
．四
×
一
一
．七
㎝
）、
有
界
、
毎
半
葉
八
行

二
十
字
。
注
小
字
双
行
。
句
読
点
、
圏
点
あ
り
。
頭
注
行
四
字
無
郭
。
版

心
は
白
口
魚
尾
な
し
。
上
象
鼻
に
「
史
拾
廣
覽
」、
中
縫
に
「
穆
天
子
傳
」、

張
付
。
尾
題
は
巻
六
末
尾
に
「
穆
天
子
傳
終
」。
各
巻
末
に
「
箋
云
」
と

し
て
注
説
あ
り
（
全
行
低
一
格
）。
呉
弘
基
の
ほ
か
、
劉
辰
翁
、
陳
深
、

鍾
惺
な
ど
の
名
が
見
え
る
。
叢
書
初
冊
に
「
史
拾
総
目
共
計
三
十
五
冊
」
が
あ
り
、

収
録
す
る
書
目
を
「
載
輔
」、「
遺
聞
」「
廣
覽
」、「
衆
斷
」
に
分
類
す
る
。

①
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
子
九
二
─

一
〉（
叢

書
全
一
一
冊
中
の
第
八
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
四
．八
×
一
四
．○
㎝
）
左
肩
書
題
簽
「
史
拾
」、
右

下
に
「
八
」
と
墨
書
。
群
輔
録
、
雞
肋
各
一
巻
と
合
一
冊
。
紅
葉
山
文
庫

旧
蔵
。

②
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
三
七
一
─

一
六
〉（
叢

書
全
八
冊
中
の
第
七
冊
）

　

淡
茶
色
表
紙
（
二
五
．六
×
一
四
．一
㎝
）。
左
肩
「
史
拾
廣
覽　

七
」

と
題
書
。
群
輔
録
、
雞
肋
、
刑
書
釋
名
、
占
候
抄
各
一
巻
と
合
一
冊
。
林

家
旧
蔵
。

③
尊
経
閣
文
庫
蔵　

唐
大
一
冊
の
内
〈
雑
部
合
編
合
刻
類
四
〉（
叢
書
全

一
○
冊
の
内
）

　

白
色
表
紙
（
二
四
．八
×
一
三
．七
㎝
）。
高
士
傳
、
孔
林
巵
述
と
合
一
冊
。

　

ま
た
、
簡
単
な
批
評
を
と
も
な
う
、
次
の
よ
う
な
本
が
あ
る
。
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H
．
穆
天
子
傳
不
分
巻

　
　
晉
郭
璞
注
　
明
周
莊
校

　
　
明
〔
崇
禎
十
二
年
〕
序
刊
（
金
閶
錢
益
吾
）

　
　
明
周
莊
編
漢
魏
叢
書
纂
所
収

①
蓬
左
文
庫　

唐
中
一
冊
の
内
〈
一
六
九
─

一
一
〉（
叢
書
全
一
四
冊
中

の
第
七
冊
）

　

練
色
表
紙
（
二
四
．七
×
一
三
．八
㎝
）。
左
肩
「
漢
魏
叢
書
纂　

巻
十

一
、
十
二
」
と
題
書
。
封
面
、
単
辺
に
、「
別
史
七
」、
下
方
小
字
で
「
十

二
巻
八
帙
／
漢
三
家　

魏
一
家
／
晉
四
家
」、
界
線
を
は
さ
ん
で
「
穆
天

子
傳　

漢
武
内
傳
／
飛
燕
外
傳　

秘
辛
／
群
輔
録　

神
仙
傳
／
高
士
傳　

英
雄
記　

金
閶
錢
益
吾
梓
」。
首
に
「
漢
魏
叢
書
纂
十
二
巻
叙
目
」
と
し
て
、

各
書
目
に
つ
き
解
題
を
冠
す
。
本
文
巻
頭
は
初
行
「
漢
魏
叢
書
纂
第
十
二

巻
」、
第
二
行
一
格
「
穆
天
子
傳　
　

晉　
　

郭
璞
註　
　

明　

周
莊
纂
」、

第
三
行
低
二
格
「
禮
河
觀
舂
山
」、
第
四
行
よ
り
本
文
。
四
周
単
辺
（
二
一
．

六
×
一
一
．八
㎝
）、
無
界
、
毎
半
葉
九
行
二
十
四
字
。
句
読
点
、
圏
点
、

本
文
行
間
に
評
語
あ
り
。
内
容
に
よ
っ
て
数
段
に
分
か
ち
、
格
段
末
に
評

あ
り
。
不
分
巻
で
あ
る
こ
の
本
に
収
め
る
の
は
、
六
巻
本
に
お
け
る
巻
一

よ
り
巻
五
に
相
当
す
る
。
叢
書
初
冊
に
、「
漢
魏
叢
書
纂
序
」
と
し
て
楊

廷
序
が
あ
り
、
末
題
に
「
己
卯
長
至
日
社
弟
楊
廷
／
樞
題
」。
次
に
「
敘
」

と
し
て
、
舒
忠
讜
序
が
あ
り
、
末
題
に
「
鍾
陵
社
弟
舒
忠
讜
拝
題
」。
次

に
「
序
」
と
し
て
、
朱
隗
序
が
あ
り
、
末
題
「
己
卯
七
夕
後
二
日
長
洲
社

弟
朱
隗
拝
書
」。
次
に
周
莊
に
よ
る
「
漢
魏
叢
書
纂
選
義
」
が
あ
り
、
末

題
に
「
孟
秋
周
莊
記
例
」。
次
に
「
自
敘
」
と
し
て
周
莊
序
が
あ
り
、
末

題
に
「
立
秋
後
六
日
禾
水
周
莊
玉
蒨
題
」。
陽
序
、
朱
序
の
年
紀
「
己
卯
」

は
崇
禎
十
二
年
（
一
六
三
九
）
か
。

　

H
は
、「
漢
魏
叢
書
纂
選
義
」
に
お
い
て
周
莊
が
「
叢
書
輯
自
括
蒼
何

氏
鏜
、
目
有
百
種
、
迨
後
止
存
三
十
餘
種
、
武
林
本
廣
之
乃
得
七
十
六
種

…
（
中
略
）
…
所
纂
書
七
十
六
種
悉
據
原
目
」
と
し
て
お
り
、
や
は
り
何

允
中
編
漢
魏
叢
書
に
拠
っ
た
本
の
よ
う
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
既
見
伝
本
に
基
づ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
が
、

F
、
G
、
H
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
先
行
研
究
に
言
及
が
な
い
。
日
本

国
内
の
所
蔵
点
数
も
少
な
い
が
、
あ
る
い
は
中
国
に
お
い
て
も
希
少
と
な
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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六
．
お
わ
り
に

　

中
国
に
お
け
る
『
穆
天
子
伝
』
伝
本
研
究
の
不
備
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、

ま
ず
第
一
に
何
允
中
編
漢
魏
叢
書
所
収
の
汪
明
際
校
本
B
に
は
じ
ま
る

系
統
の
書
誌
の
把
握
が
不
十
分
な
こ
と
で
あ
る
。
無
論
、
こ
れ
は
叢
書
全

体
の
書
誌
に
関
わ
る
問
題
で
も
あ
り
、
本
稿
で
論
じ
尽
く
し
た
と
は
到

底
言
え
な
い
。
し
か
し
、
今
回
、「
何
允
中
編
廣
漢
魏
叢
書
本
」
な
ど
と

一
括
さ
れ
が
ち
な
本
の
な
か
に
、
原
刊
本
B
、
改
編
後
印
本
B′
お
よ
び

B"
、
覆
刻
本
C
、
そ
の
修
本
C′
と
、
複
数
の
種
類
が
存
在
す
る
こ
と
を

確
認
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の
系
統
か
ら
、
清
代
の
流
布
本
と
な
る
增
訂
漢

魏
叢
書
本
D
や
、
龍
威
秘
書
本
E
が
派
生
し
て
い
く
が
、
そ
れ
ら
に
先

ん
じ
て
、
日
本
で
B
を
底
本
と
す
る
覆
刻
本
A
が
、
い
ち
早
く
出
版
さ

れ
て
い
た
と
い
う
事
実
も
見
逃
せ
な
い
。

　

第
二
に
先
行
研
究
か
ら
漏
れ
た
F
、
G
、
H
の
よ
う
な
本
の
存
在
で

あ
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
も
の
は
、
必
ず
し
も
善
本
と
は
言
い
難
い
も
の

で
あ
る
が
、
多
種
多
様
な
版
本
が
現
れ
る
明
末
以
降
の
『
穆
天
子
伝
』
の

出
版
状
況
を
全
体
と
し
て
把
握
す
る
う
え
で
は
、
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

最
後
に
、
こ
う
し
た
遺
漏
の
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
諸
本
が
中
国
で

は
、
ご
く
希
少
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
日
本
に
お
け
る
『
穆
天
子
伝
』
伝
本
研
究
の
意
義
は

少
な
か
ら
ず
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

注

（
（
）
例
え
ば
、『
晋
書
』
巻
三
武
帝
紀
は
咸
甯
五
年
（
二
七
九
）「
汲
郡

人
不
準
掘
魏
襄
王
冢
、
得
竹
簡
小
篆
古
書
十
餘
萬
言
、
藏
于
祕
府
」、

巻
三
六
衛
恒
伝
は
太
康
元
年
（
二
八
○
）「
汲
縣
人
盜
發
魏
襄
王
冢
、

得
策
書
十
餘
萬
言
」、
巻
五
一
束
晳
伝
は
太
康
二
年
（
二
八
一
）「
汲

郡
人
不
準
盜
發
魏
襄
王
墓
、
或
言
安
釐
王
冢
、
得
竹
書
數
十
車
」
な

ど
と
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、『
晋
書
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
一

九
七
四
年
）
を
用
い
、
以
下
も
同
様
で
あ
る
。

（
（
）
藤
田
勝
久
『
史
記
戦
国
史
料
の
研
究
』（
東
京
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
七
年
）
第
一
章
「『
史
記
』
と
中
国
出
土
書
籍
」
は
、
汲
県

が
戦
国
魏
の
国
都
で
あ
る
安
邑
（
現
山
西
省
運
城
市
）
や
大
梁
（
現

河
南
省
開
封
市
）
か
ら
離
れ
た
趙
と
の
国
境
付
近
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

王
墓
で
あ
る
可
能
性
は
低
く
、
封
君
の
墓
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測

し
て
い
る
。

（
3
）『
穆
天
子
伝
』
に
は
、
現
在
ま
で
伝
わ
る
旧
序
と
し
て
、
晋
荀
勗
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序
と
元
王
漸
序
の
二
つ
が
あ
り
、
現
存
す
る
最
古
の
版
本
で
あ
る
明

正
統
道
蔵
本
は
二
序
を
と
も
に
附
す
。
以
降
、
版
種
ご
と
に
取
捨
が

あ
る
。

（
4
）
小
沢
賢
二
『
中
国
天
文
学
史
研
究
』（
東
京
、
汲
古
書
院
、
二
○

一
○
年
） 

第
十
章
「 
汲
冢
竹
書
再
考
並
び
に
簡
牘
検
署
再
考
─

『
穆
天
子
傳
』「
長
二
尺
四
寸
」
の
背
景
─
」
は
、
出
土
竹
簡
の
簡

長
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
戦
国
時
代
の
出
土
竹
簡
の
な
か

に
は
三
尺
の
も
の
も
あ
る
が
、
二
尺
四
寸
も
長
い
部
類
に
入
り
、
ま

た
、
出
土
例
が
比
較
的
多
い
簡
長
で
あ
る
。

（
（
）『
春
秋
左
伝
正
義
（
十
三
経
注
疏
）』（
北
京
、
北
京
大
学
出
版
社
、

二
○
○
○
年
）
を
用
い
た
。

（
（
）
洪
頤
煊
校
本
と
し
て
は
、
平
津
館
叢
書
本
（
穆
天
子
傳
六
巻　

晉

郭
璞
注　

清
洪
頤
煊
校　

清
嘉
慶
十
一
年
（
一
八
○
六
）
刊　

平
津

館
叢
書
所
収
）
な
ど
が
あ
る
。

（
7
）『
隋
書
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
七
三
年
）、『
旧
唐
書
』（
北

京
、
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）、『
新
唐
書
』（
北
京
、
中
華
書
局
、

一
九
七
五
年
）、『
宋
史
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
）
を

用
い
た
。

（
（
）
現
存
す
る
最
早
期
の
版
本
は
、
道
蔵
本
（
穆
天
子
傳
六
巻　

晉
郭

璞
注　

明
正
統
十
年
（
一
四
四
五
）
刊　

道
蔵
所
収
）
で
あ
り
、
日

本
国
内
で
は
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
が
あ
る
。
続
く
天
一
閣
本
（
穆

天
子
傳
六
巻　

晉
郭
璞
注　

明
范
欽
校　

明
〔
嘉
靖
〕
刊　

范
氏
奇

書
所
収
）
は
、
上
海
涵
芬
楼
に
よ
る
景
印
本
が
四
部
叢
刊
に
収
め
ら

れ
る
。
萬
暦
以
降
の
明
代
の
版
本
と
し
て
は
、
臨
淮
李
言
恭
青
蓮
閣

本
（
穆
天
子
傳
六
巻　

晉
郭
璞
注　

明
李
言
恭
校　

明
萬
暦
十
年
（
一

五
八
二
）
刊
、
国
内
で
は
名
古
屋
大
学
文
学
研
究
科
中
国
哲
学
研
究

室
所
蔵
）、
彙
刻
三
代
遺
書
本
（
穆
天
子
傳
六
巻　

晉
郭
璞
注　

明

范
欽
、
趙
標
校　

明
萬
暦
二
十
二
年
（
一
五
九
四
）
序
刊　

彙
刻
三

代
遺
書
所
収
、
原
本
は
未
見
、
国
立
国
会
図
書
館
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
が
あ
る
）、
快
閣
蔵
書
本
（
穆
天
子
傳
六
巻　

晉
郭
璞
注　

明

唐
琳
校　

明
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
刊　

快
閣
蔵
書
十
種
所
収
、

未
見
）、
古
介
書
本
（
穆
天
子
傳
不
分
巻　

晉
郭
璞
注　

明
天
啓

七
年
（
一
六
二
七
）
序
刊　

明
黄
禹
金
、
邵
闇
生
編

古
介
書
所
収
、

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
）
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
本
稿
で
詳
論
す
る
明
何

允
中
編
漢
魏
叢
書
本
よ
り
や
や
先
行
す
る
も
の
と
し
て
、
程
榮
編
漢

魏
叢
書
本
（
穆
天
子
傳
六
巻　

晉
郭
璞
注　

明
程
榮
校
、
明
程
榮
編

漢
魏
叢
書
所
収
、
所
蔵
多
数
）
が
あ
る
。

（
（
）『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
（
第
一
○
四
二
冊
）』（
台
北
、
台
湾
商
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務
印
書
館
、
一
九
八
五
年
）
を
用
い
た
。

（
（0
）
顧
実
『
穆
天
子
傳
西
征
講
疏
』（
上
海
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三

四
年
）「
穆
天
子
傳
知
見
書
目
提
要
」。

（
（（
）
王
貽
樑
『
穆
天
子
傳
匯
校
集
釋
』（
上
海
、
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、

一
九
九
四
年
）「
穆
天
子
傳
版
本
及
注
疏
、
研
究
文
著
」。

（
（（
）
鄭
傑
文
「《
穆
天
子
傳
》
知
見
版
本
述
要
」（
北
京
、
中
国
国
家
図

書
館
主
辦
『
文
献
』
一
九
九
四
年
第
二
期
）。

（
（3
）
博
文
堂
丸
屋
田
中
市
兵
衞
、
玉
樹
堂
唐
本
屋
吉
左
衛
門
に
よ
り
出

版
さ
れ
た
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
刊
の
韓
非
子
二
十
巻
に
も
芥
川

丹
邱
が
跋
を
書
い
て
い
る
。　 

（
（4
）
博
文
堂
藏
版
目
録
に
関
し
て
、
無
窮
会
蔵
〈
神
習
文
庫
一
一
六
九

七
〉
は
、
穆
天
子
傳
を
欠
き
、
漢
武
帝
内
傳
と
飛
燕
外
傳
と
の
合
一

冊
本
で
あ
る
が
、
藏
版
目
録
の
う
ち
、
①
②
③
で
一
部
の
書
目
に
附

さ
れ
て
い
た
「
未
刻
」
と
い
う
文
字
の
削
去
、
書
目
の
変
更
、
墨
格

部
分
へ
の
書
目
の
追
加
な
ど
、
複
数
箇
所
に
さ
ら
な
る
改
修
が
見
ら

れ
る
。
な
お
、
こ
の
本
の
漢
武
帝
内
傳
は
未
修
で
、
太
神
序
も
無
い
。

（
（（
）
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
『
和
学
者
総
覧
』（
東
京
、
汲

古
書
院
、
一
九
九
○
年
）
に
よ
る
と
、
太
神
貫
道
は
大
阪
の
国
学
者
。

（
（（
）
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
（
三
田
旧
館
）〈
六
六
─

六
五
─

一
〉、
国
立

公
文
書
館
蔵
〈
三
○
九
─

七
四
〉、
新
潟
県
立
図
書
館
蔵
〈
史
─

Ⅳ

─

二
○
○
四
二
（
二
）〉
な
ど
、
穆
天
子
傳
を
と
も
な
わ
ず
、
漢
武

帝
内
傳
と
飛
燕
外
傳
と
の
合
一
冊
と
し
て
架
蔵
さ
れ
て
い
る
本
に
は
、

漢
武
帝
内
傳
の
太
神
序
、
お
よ
び
巻
首
の
改
修
が
見
え
る
が
、
④
以

外
で
は
明
和
三
年
の
刊
記
や
山
本
文
會
堂
の
刊
記
を
附
す
も
の
は
未

見
で
、
目
録
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
類
で
も
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
新

潟
県
立
図
書
館
蔵
〈
史
─

Ⅳ
─

二
○
○
四
二
（
二
）〉
は
同
館
蔵
〈
史

─

Ⅳ
─

二
○
○
四
二
（
一
）〉
の
穆
天
子
傳
と
連
番
で
架
蔵
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
表
紙
、
大
き
さ
な
ど
が
全
く
異
な
る
た
め
、
本
来
は

別
個
の
伝
本
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
漢
武
帝
内
傳
修
本
と
穆

天
子
傳
が
組
に
な
っ
た
伝
本
自
体
、
④
以
外
に
は
確
認
し
て
い
な
い
。

（
（7
）
井
上
隆
明
『
近
世
書
林
板
元
総
覧
』（
東
京
、
青
裳
堂
書
店
、
一

九
九
八
年
改
訂
増
補
版
）
を
参
照
す
る
と
、
文
會
堂
山
本
淺
治
郎
の

活
動
時
期
は
文
政
・
天
保
近
辺
で
あ
る
。

（
（（
）『
中
国
地
方
志
集
成
上
海
府
県
志
輯
』（
上
海
、
上
海
書
店
、
一
九

九
一
年
）
所
収
。

（
（（
）
清
徐
沁
撰
『
明
画
録
』
巻
五
に
は
、「
汪
明
際
、
字
無
際
。
餘
姚
人
、

占
籍
華
亭
、
登
郷
薦
。
畫
山
水
、
蒼
涼
歴
落
、
筆
致
秀
逸
…
」
な
ど

と
あ
る
。
な
お
、『
明
画
録
及
其
他
二
種
（
叢
書
集
成
初
編
一
六
五
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八
）』（
上
海
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
）
を
用
い
た
。

（
（0
）『
光
緒
嘉
定
県
志
』（
前
掲
中
国
地
方
志
集
成
所
収
）
巻
一
九
文
学

に
も
汪
明
際
の
伝
が
あ
り
、「
著
述
頗
富
、
嘗
校
正
廣
輿
記
、
董
子

繁
露
、
淮
南
子
、
竝
佚
」
と
し
、
少
な
か
ら
ぬ
著
述
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
現
存
す
る
も
の
と
し
て
、
穆
天
子
伝
の
ほ
か
、
性
理
會

通
（
崇
禎
七
年
序
刊
本
、
蓬
左
文
庫
蔵
、
未
見
）、
鶡
冠
子
（
天
啓

四
年
序
刊
本
、
蓬
左
文
庫
蔵
）、
後
述
の
明
何
允
中
編
漢
魏
叢
書
所

収
の
華
陽
國
志
の
蜀
志
、
南
中
志
な
ど
に
、
校
者
と
し
て
そ
の
名
を

冠
し
て
い
る
。

（
（（
）『
明
季
北
略
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
）。

（
（（
）
多
洛
肯
『
明
代
浙
江
進
士
研
究
』（
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
○
○
四
年
）
三
八
七
頁
。

（
（3
）
潘
栄
勝
主
編
『
明
清
進
士
録
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
二
○
○
六
年
）

六
八
一
頁
に
も
、
同
様
の
記
述
が
見
え
る
。

（
（4
）
潘
栄
勝
前
掲
書
四
三
九
頁
。

（
（（
）『
明
史
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）。

（
（（
）
桂
五
十
郎
『
漢
籍
解
題
』（
東
京
、
明
治
書
院
、
一
九
○
五
年
）

も
同
様
に
言
う
（
八
三
○
頁
）。

（
（7
）
穆
天
子
傳
を
欠
く
も
の
の
、
無
窮
会
蔵
〈
平
沼
文
庫
三
九
二
○
〉

に
同
じ
封
面
が
あ
る
。
封
面
右
上
の
印
記
「
五
車
一
极
」
も
同
じ
で

あ
る
。

（
（（
）
桂
五
十
郎
前
掲
書
同
頁
。
桂
氏
は
、
王
謨
は
ま
ず
八
十
六
種
を
編

み
、
九
十
四
種
へ
拡
充
し
た
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
少
な
く

と
も
穆
天
子
傳
に
関
し
て
は
、
九
十
四
種
本
の
既
見
伝
本
は
何
允
中

編
本
の
版
を
用
い
て
い
る
。
仮
に
王
謨
に
よ
る
編
だ
と
し
て
も
、
ま

ず
旧
版
を
用
い
て
九
十
四
種
本
を
編
み
、
そ
の
後
、
新
た
に
版
を
起

こ
し
て
八
十
六
種
本
を
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
は
叢
書
全
体
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
本
稿

の
射
程
を
超
え
る
た
め
、
他
日
を
期
し
た
い
。

（
（（
）
筆
者
の
確
認
し
た
限
り
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
東
林
蓮
社
十

八
高
賢
傳
、
還
寃
記
、
尤
射
は
五
朝
小
説
本
と
同
版
で
あ
っ
た
。
な

お
、
五
朝
小
説
は
陶
珽
編
説
郛
（
い
わ
ゆ
る
重
較
説
郛
）
の
明
末
清

初
ご
ろ
の
刊
本
と
版
を
共
有
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
問

題
を
含
め
た
明
末
以
降
の
叢
書
間
で
の
版
の
流
用
に
つ
い
て
は
、
倉

田
淳
之
介
「『
説
郛
』
版
本
諸
説
と
私
見
」（
京
都
、
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
編
『
東
方
学
報
』
第
二
十
五
冊
（
創
立
二
十
五
周
年
記

念
論
文
集　

東
方
学
報
第
二
十
五
冊
・
人
文
学
報
第
五
冊
合
併
）
一

九
五
四
年
一
一
月
）
に
詳
し
い
。
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（
30
）
こ
の
叢
書
に
つ
い
て
は
、
大
沼
晴
暉
「
秘
蔵
（
八
五
）　

廣
漢
魏

叢
書　

明
何
允
中
編
〔
清
〕
刊　

狩
谷
棭
斎
校
合
書
入
本　

唐
大
百

冊　

第
二
十
九
・
三
十
冊
配
抱
經
堂
叢
書
本
」（
東
京
、
慶
應
義
塾

大
学
編
『
三
田
評
論
』
九
六
七
、
一
九
九
五
年
三
月
号
）
に
詳
し
い
。

（
3（
）
王
明
『
抱
朴
子
内
編
校
釈
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）

所
収
の
も
の
に
拠
っ
た
。

（
3（
）『
五
松
園
文
稿
（
叢
書
集
成
初
編
二
五
二
九
）』（
上
海
、
商
務
印

書
館
、
一
九
三
六
年
）。

（
33
）
鄭
傑
文
氏
は
ま
た
、「
何
允
中
刊
《
廣
漢
魏
叢
書
》
所
載
本
」
の

一
種
と
し
て
「
清
嘉
慶
中
翻
刻
本
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
や
は
り
汪

明
際
の
名
を
出
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
は
汪
明
際
の
名
が
削
去
さ
れ
た

C′
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
34
）
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
調
査
が
十
分
で
な
い
が
、
例
え
ば
、
光
緒
二

年
（
一
八
七
六
）
刊
（
紅
杏
山
房
）
八
十
六
種
本
、
光
緒
六
年
（
一

八
八
○
）
刊
（
練
江
三
餘
堂
）
九
十
種
本
、
光
緒
二
十
一
年
（
一
八

九
五
）
刊
（
黄
元
壽
）
九
十
六
種
本
、
宣
統
三
年
（
一
九
一
一
）
序

刊
（
上
海
大
通
書
局
）
九
十
六
種
本
な
ど
が
あ
る
。

（
3（
）
龍
威
秘
書
に
は
、
こ
の
乾
隆
刊
本
を
底
本
と
す
る
世
德
堂
に
よ
る

覆
刻
本
が
存
在
す
る
。

（
3（
）
乾
隆
・
嘉
慶
の
際
と
推
定
し
た
、
C
を
含
む
漢
魏
叢
書
八
十
種

本
の
刊
行
時
期
が
、
龍
威
秘
書
の
刊
年
（
乾
隆
五
十
九
年
）
よ
り
早

い
の
か
遅
い
の
か
が
、
こ
の
問
題
に
は
大
き
く
関
わ
る
。

      「
漢
魏
叢
書
採
珍
」
と
題
す
る
龍
威
秘
書
第
一
集
は
、
収
録
書
目
に

「
枕
中
書
」
を
含
ん
で
い
る
が
、
枕
中
書
は
B
を
含
む
漢
魏
叢
書
七

十
六
種
本
に
は
な
く
、
C
を
含
む
八
十
種
本
で
新
た
に
加
わ
っ
た

書
目
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
を
見
る
と
、
八
十
種
本
が
、
龍
威
秘
書
に

先
行
す
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
枕
中
書
は
B′
を
含
む
九
十

四
種
本
や
、
D
を
含
む
八
十
六
種
本
に
も
含
ま
れ
る
た
め
、
八
十

種
本
が
龍
威
秘
書
よ
り
先
行
す
る
決
定
的
な
証
拠
と
は
な
ら
な
い
。

      

試
み
に
、
鄭
傑
文
氏
の
作
業
を
参
考
に
し
て
、
B
、
C
、
E
の
間

の
文
字
の
異
同
を
見
て
み
る
と
、
現
時
点
で
確
認
で
き
た
も
の
だ
け

で
、
以
下
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

      

ア
．
巻
一
第
一
張
左
半
葉
第
八
行
郭
璞
注

      　
　

B　
　

國
名

      　
　

C　
　

國
名
（

は
誤
字
と
思
わ
れ
る
）

      　
　

E　
　

國
名

      
イ
．
巻
一
第
四
張
右
半
葉
第
九
行
郭
璞
注

      　
　

B　
　

馬
標
赤
者
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C　
　

馬

赤
者
（

は
誤
字
と
思
わ
れ
る
）

      　
　

E　
　

馬

赤
者

      

ウ
．
巻
五
第
二
張
右
半
葉
第
五
行
郭
璞
注

      　
　

B　
　

音
櫟

      　
　

C　
　

音
才
（
才
は
誤
字
と
思
わ
れ
る
）

      　
　

E　
　

音
才

      

エ
．
巻
五
第
二
張
左
半
葉
第
九
行
本
文

      　
　

B　
　

王
冖冖冖臣
（
冖冖冖臣
は
臣
の
異
体
）

      　
　

C　
　

王
臣

      　
　

E　
　

王
目
（
目
は
冖冖冖臣
の
誤
字
と
思
わ
れ
る
）

      

オ
．
巻
五
第
五
張
右
半
葉
第
五
行
本
文

      　
　

B　
　

不
如
遷
上

      　
　

C　
　

不
如
遷
土

      　
　

E　
　

不
如
遷
上

      

ア
、
イ
、
ウ
の
よ
う
に
、
C
と
E
で
誤
字
が
共
通
す
る
た
め
、
一

方
が
他
方
を
参
照
し
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
、
エ
の
よ
う
に
E

が
B
の
字
に
拠
っ
た
う
え
で
誤
っ
た
と
思
わ
れ
る
例
や
、
オ
の
よ

う
に
C
だ
け
が
異
な
る
例
が
あ
る
た
め
、
E
が
先
行
す
る
可
能
性

も
否
定
で
き
ず
、
そ
の
場
合
、
C
は
B
を
底
本
と
し
つ
つ
E
を
参

照
し
て
版
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
逆
に
C
が
先
行
し
た
と
す

れ
ば
、
E
は
B
と
C
を
と
も
に
参
照
し
、
取
捨
し
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
A
と
D
、
お
よ
び
明
代
の
諸
版
の
多
く
は
、
ア
、
イ
、
ウ
、

エ
は
B
と
同
じ
で
、
オ
は
「
不
如
遷
土
」
に
作
っ
て
い
る
。

      

こ
の
問
題
は
、
漢
魏
叢
書
各
種
や
龍
威
秘
書
と
い
う
叢
書
全
体
の
書

誌
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
な
お
か
つ
広
く
諸
版
を
通
見
し
、
よ
り

緻
密
な
比
較
対
照
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
性
急
な
判
断
は
差
し

控
え
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。


